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１ 実施計画の概要 

 

（１）目的 

    南相馬市第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画（以下「令和７

年度実施計画」という。）は、南相馬市第三次教育振興基本計画（以下「前

期基本計画」という。）を実行性のあるものとするため、計画的かつ効率

的な事業構築を図ることを目的として策定します。 
 
（２）令和７年度実施計画の位置付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

基本構想 令和 5年度～令和 12 年度 

■政策 ７つの「政策の柱」 

南相馬市第三次総合計画 

市教育分野の最上位計画 

■基本理念 
 
 
「自ら学び、自ら考え挑戦し、しなや
かに生きぬく力を育むまち南相馬」 
～それぞれの力を認め合い、響き合いな
がら未来を切り拓く人材の育成～ 
～自らの力で社会を創造する人材の育成～ 

■まちづくりの基本目標「未来の南相馬の姿」 
 

 
 
 
■今後８年間のまちづくりの基本姿勢 

■国 第 4期教育振興基本計画 
 （令和 5年度～令和 9年度） 
■県 第 7次福島県総合教育計画 
 （令和 4年度～令和 12年度） 

後期基本計画 
令和 10 年度 

～ 
令和 13 年度 

前期基本計画 
令和６年度 

～ 
令和９年度 

１ 教育・学び 
２ こども・子育て 
３ 健康・医療・福祉 
４ 産業・しごとづくり・移住定住 
５ 都市基盤・環境・防災 
６ 地域活動・行財政 
７ 原子力災害復興 

基本計画 

実施計画 

前期（令和 5年度～令和 8年度） 

南相馬市第三次教育振興基本計画 
（南相馬市教育の大綱） 

南 相 馬 市 
第三次教育振興基本計画 
実 施 計 画 

具体的な方向性と取組を示す 

１００年のまちづくり 
～家族や友人とともに暮らすまち～ 

つなぐ よりそう いどむ 
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（３）令和７年度実施計画の計画期間 

    令和７年度実施計画は、令和７年度を計画期間とします。 
    また、中期的な見通しをもって事業を行うため、令和８年度から令和

１０年度までを対象年度とします。 
    なお、実施計画は、前期基本計画に基づき、毎年度見直しを行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）令和７年度実施計画掲載事務事業数及び事業費 

分 野 
事務事業数 事業費（千円） 

継続 新規 拡充 令和 7年 令和 8年 令和 9年 

学 校 教 育 
47 

1,563,202 1,592,355 1,551,076 
45 1 1 

生 涯 学 習 
28 

229,868 503,256 405,255 
26 1 1 

文 化 
9 

290,168 60,598 213,598 
9 0 0 

合 計 
84 

2,083,238 2,156,209 2,169,929 
80 2 2 

※事務事業数には再掲事業を含み、事業費には再掲事業の予算は含まない。 

 

 

令 和 6 7 8 9 10 11 12 13 

南相馬市第三次 
教育振興基本計画 

 
 
 
前期計画 後期計画 

南相馬市第三次 
教育振興基本計画

実施計画 

 
 
 
 
 
 
 
 

       

基本的な方向性 

実施計画 

具体的な施策等 具体的な施策等 
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（５）令和７年度実施計画に掲載しない事務事業 

    施設の維持管理費（投資的経費を除く）や一般経費、人件費及び法定

義務のある扶助費等経常的な事務事業については、原則として実施計画

には掲載しない事業としました。 
 
（６）教育行政点検評価を見据えた事務事業の実施 

    令和７年度実施計画掲載事務事業については、令和８年度実施の教育

行政点検評価※において、前期基本計画に掲げた成果指標に対する有効性

などを評価することとなります。 
 
 
    地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基

づき、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について毎

年度、点検及び評価（以下「点検評価」という。）を実施しています。 
点検評価の実施にあたっては、担当課・館による第１次評価（内部点検）、

当該年度の決算に係る主要な施策の成果報告書の作成、市議会への提出及

び公表をもって実施しています。 
    点検評価は、前期基本計画の進行管理を兼ね、その結果を次年度以降

の施策の推進や改善に反映することで、より着実に計画を実行します。 
 
 

２ 実施計画書 

 
（１）事務事業一覧 

    南相馬市第三次教育振興基本計画実施計画事務事業一覧表のとおり

（Ｐ７～） 
 
（２）事務事業の概要 

    事務事業調書のとおり（Ｐ１１～） 

 
※教育行政点検評価とは… 



南相馬市第三次教育振興基本計画実施計画　事務事業一覧表

分野 施策 取組方針
令和7年度
当初予算額

令和8年度
見込額

令和9年度
見込額

1　学校教育 1,563,202 1,592,355 1,551,076

1　豊かな心と体の育成 35,186 35,186 35,186

（１）郷土を愛し豊かな心を育む教育「至誠（まごころ）学」を推進します。 0 0 0

1 道徳教育強化推進事業 学校教育課 0 0 0 11

2 生涯学習課 - - - 12

（２）様々な側面から生命の尊さについての考えを深め道徳教育を推進します。 0 0 0

3 学校教育課 0 0 0 13

（３）運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教育の推進を図ります。 35,186 35,186 35,186

4 学校教育課 2,244 2,244 2,244 14

5 学校教育課 4,506 4,506 4,506 15

6 学校教育課 5,339 5,339 5,339 16

7 学校教育課 4,303 4,303 4,303 17

8 学校教育課 13,000 13,000 13,000 18

9 学校教育課 5,794 5,794 5,794 19

2　教育水準の向上 509,167 510,792 516,257

（１）基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。 59,047 59,047 59,047

10 学校教育課 8,366 8,366 8,366 20

11 学校教育課 3,260 3,260 3,260 21

12 学校教育課 - - - 22

13 学校教育課 28,426 28,426 28,426 23

14 学校教育課 14,933 14,933 14,933 24

15 学校教育課 4,062 4,062 4,062 25

（２）学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。 215,597 217,222 222,687

16 学校教育課 2,312 2,312 2,312 26

17 学校教育課 1,492 1,492 1,492 27

18 学校教育課 82,937 82,937 82,937 28

19 学校教育課 4,600 4,600 4,600 29

20 学校教育課 30,698 30,698 30,698 30

21 学校教育課 72,895 72,895 72,895 31

22 学校教育課 9,924 14,893 19,858 32

23 学校教育課 1,828 1,828 1,828 33

24 教育総務課 2,325 2,325 2,325 34

25 学校教育課 6,586 3,242 3,742 35 拡充

（３）こどもの読書活動と調べ学習を推進します。 69,210 69,210 69,210

26 学校教育課 69,210 69,210 69,210 36

27 中央図書館 0 0 0 37

（４）進学を推進するための支援に取り組みます。 165,313 165,313 165,313

28 教育総務課 165,313 165,313 165,313 38

学習塾等と連携した学力強化推進事業

学校教育支援センター事業

高等教育機関連携事業

基礎学力向上対策事業

小中学校教育研究事業補助金

部活動指導員配置事業【再掲】

学力向上教員配置事業

学習ドリルアプリ活用事業補助金

新規
拡充事務事業名

小学校音楽・スポーツ大会等補助金

担当課
事業費（千円）

頁番

報徳精神がいきづくまちづくり事業【再掲】

道徳教育強化推進事業【再掲】

小学校部活動支援事業

中学校部活動支援事業

中学校部活動外部講師活用事業補助金

地域の特性等を生かした創意工夫による教育活動推進事業補助金

中学校音楽・スポーツ大会等補助金

部活動指導員配置事業

ICT教育推進事業

中学生海外研修事業

外国語教育推進事業

外国語指導助手配置

プログラミング教育推進事業

公立学校適正化推進事業

国際バカロレア教育推進事業

学校司書活用事業

学校図書館支援事業

みらい育成修学資金事業
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南相馬市第三次教育振興基本計画実施計画　事務事業一覧表

分野 施策 取組方針
令和7年度
当初予算額

令和8年度
見込額

令和9年度
見込額

新規
拡充事務事業名

担当課
事業費（千円）

頁番

3　教育環境の整備 807,425 826,699 771,699

（１）地域と連携した登下校時の安全確保や安全な通学手段の確保と、安全教育を推進します。 116,994 116,994 116,994

29 学校教育課 19,703 19,703 19,703 39

30 学校教育課 93,697 93,697 93,697 40

31 学校教育課 2,398 2,398 2,398 41

32 学校教育課 1,196 1,196 1,196 42

33 学校教育課 0 0 0 43

（２）学校施設の安全で快適な環境整備・改善に取り組みます。 40,726 60,000 5,000

34 教育総務課 23,969 60,000 5,000 44

35 教育総務課 16,757 0 0 45 新規

（３）学校・地域・保護者が一体となった学校づくりを推進します。 425 425 425

36 学校教育課 425 425 425 46

37 生涯学習課 - - - 47

（４）　安全・安心な学校給食の安定的な提供体制を整備します。 649,280 649,280 649,280

38 学校教育課 20,350 20,350 20,350 48

39 学校教育課 193,865 193,865 193,865 49

40 学校教育課 434,418 434,418 434,418 50

41 学校教育課 647 647 647 51

４　児童生徒の状況に応じた支援の充実 211,424 219,678 227,934

（１）不登校・いじめ未然防止へ積極的に対応します。 4,081 4,081 4,081

42 学校教育課 3,498 3,498 3,498 52

43 学校教育課 583 583 583 53

16,526 16,526 16,526

44 学校教育課 16,526 16,526 16,526 54

（３）一人ひとりの状況に応じた就学・学習支援を推進します。 190,817 199,071 207,327

45 学校教育課 56,360 56,360 56,360 55

46 学校教育課 132,072 140,326 148,582 56

47 学校教育課 2,385 2,385 2,385 57

遠距離通学費補助金（小学生）

スクールバス運行事業

臨時スクールバス等運行事業

魅力ある学校給食の提供

遠距離通学費補助金（中学生）

防災安全教育推進事業

小学校施設営繕事業

開かれた学校づくり事業

地域学校協働活動事業【再掲】

学校給食検査体制整備事業

学校給食費無償化事業補助金

中学校屋内運動場空調設備整備事業

学校給食食物アレルギー対応補助金

いじめ問題対策事業

学校不適応対策事業

（２）震災と原発事故の影響による家庭環境等の問題を抱える児童生徒への心のケア等に積極的に対
応します。

スクールカウンセラー等派遣事業

介助員配置事業

学習支援員配置事業

教育支援アドバイザー配置事業
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南相馬市第三次教育振興基本計画実施計画　事務事業一覧表

分野 施策 取組方針
令和7年度
当初予算額

令和8年度
見込額

令和9年度
見込額

新規
拡充事務事業名

担当課
事業費（千円）

頁番

2　生涯学習 229,868 503,256 405,255

1　生涯学習の充実 159,670 124,926 126,783

47,164 47,251 48,251

48 生涯学習課 800 800 800 58

49 生涯学習課 158 158 158 59

50 生涯学習課 27,786 27,786 27,786 60

51 生涯学習課 2,653 2,653 2,653 61

52 生涯学習課 1,175 1,175 1,175 62

53 生涯学習課 399 399 399 63

54 生涯学習課 6,920 6,920 6,920 64

55 生涯学習課 2,685 2,685 2,685 65

56 生涯学習課 675 675 675 66 拡充

57 生涯学習課 3,913 4,000 5,000 67

19,978 6,318 7,175

58 文化財課 2,309 2,300 2,300 68

59 文化財課 1,973 2,000 2,000 69

60 文化財課 498 500 500 70

61 文化財課 2,000 0 0 71

62 文化財課 12,362 0 0 72

63 文化財課 836 1,518 2,375 73 新規

（３）読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充実を図ります。 92,528 71,357 71,357

64 中央図書館 674 674 674 74

65 中央図書館 24,347 24,347 24,347 75

66 中央図書館 4,732 4,500 4,500 76

67 中央図書館 1,090 1,090 1,090 77

68 中央図書館 746 746 746 78

69 中央図書館 60,939 40,000 40,000 79

2　芸術文化の充実 70,198 378,330 278,472

（１）身近に芸術文化に触れることができる環境づくりと、創作する機会の創出を推進します。 67,470 375,602 275,744

70 生涯学習課 60,371 368,503 268,645 80

71 生涯学習課 2,306 2,306 2,306 81

72 生涯学習課 2,463 2,463 2,463 82

73 生涯学習課 2,330 2,330 2,330 83

2,728 2,728 2,728

74 生涯学習課 1,743 1,743 1,743 84

75 生涯学習課 985 985 985 85

恐竜化石探索調査・教育普及事業

博物館資料取得事業

生涯学習講座事業

生涯学習推進事業

中学生職場体験等支援事業

地域学校協働活動事業

こども探検隊事業

家庭教育支援総合推進事業

報徳精神がいきづくまちづくり事業

（２）多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習の充実と積極的な情報発信を図り
ます。

博物館企画展示事業

生涯学習センター施設営繕事業

（１）市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯学習機会の充実を図るととも
に、報徳精神の実践を推進します。

生涯学習講演会開催事業補助金

高等学校開放講座事業

博物館学芸調査事業

博物館体験学習・講座開催事業

地域文化振興助成事業補助金

図書館ブックスタート事業

図書整備事業

移動図書館管理運営事業

図書館利用促進事業

図書館施設営繕事業

市民文化会館施設営繕事業

わたりむつこ・子ども読書活動支援事業

文化芸術ふれあい事業

市総合美術展覧会事業

学校等市民文化会館利用支援補助金

（２）芸術文化活動団体への加入促進と組織力強化の取組を支援するとともに、芸術文化活動の充実
を図ります。

芸術文化協会等事業補助金

博物館営繕事業
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南相馬市第三次教育振興基本計画実施計画　事務事業一覧表

分野 施策 取組方針
令和7年度
当初予算額

令和8年度
見込額

令和9年度
見込額

新規
拡充事務事業名

担当課
事業費（千円）

頁番

3　文　　化 290,168 60,598 213,598

1　文化遺産の保存と活用 286,958 57,400 210,400

286,958 57,400 210,400

76 文化財課 14,615 3,000 3,000 86

77 文化財課 75,290 0 0 87

78 文化財課 152,972 17,000 170,000 88

79 文化財課 30,079 33,000 33,000 89

80 文化財課 4,114 4,200 4,200 90

81 文化財課 9,888 200 200 91

2　民俗芸能の保存と伝承 3,210 3,198 3,198

3,210 3,198 3,198

82 文化財課 2,712 2,700 2,700 92

83 文化財課 484 484 484 93

84 生涯学習課 14 14 14 94

※【再掲】事業については、事業費予算の重複を避けるため予算額の欄に「-」を記載しています。
　（ただし、ゼロ予算の事業については「０（ゼロ）」を記載」)

（１）文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体となった整備事業を計画的に推進
し、新たな観光客の誘致や文化遺産に係る市民活動を推進します。

大悲山石仏保存修理事業

浦尻貝塚史跡公園整備事業

泉官衙遺跡史跡公園整備事業

市内遺跡発掘調査事業

文化財利活用推進事業

旧武山家住宅保存修理事業

（１）民俗芸能や相馬野馬追の継承と活動の活性化に向けた支援、新たな保存伝承の仕組みづくりに
取り組みます。

民俗芸能等保存伝承事業

民俗芸能保存伝承事業補助金

ふるさと民俗芸能伝承事業
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３５時間）

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①様々な学習において市内の
歴史、文化、伝統行事等の教
育資源を取り上げ指導に活か
す
②各教科における郷土学習に
おいて、郷土の良さに気づき、
郷土に対する誇りや愛情を涵
養できるように努める
③道徳の授業において報徳仕
法や野馬追等郷土に伝わる歴
史や文化等に触れるよう努め
る。
　④総合的な学習の時間にお
いて各学校の地域性や課題に
あったものを取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達
段階に応じて学校教育に積極
的に活用する。
　⑥学習の成果を表現・発信す
る場や機会・方法等を工夫す
る。
　⑦社会科副読本や市博物館
等を積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
③道徳の授業において報徳仕法や
野馬追等郷土に伝わる歴史や文化
等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
③道徳の授業において報徳仕法や
野馬追等郷土に伝わる歴史や文化
等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
　③道徳の授業において報徳仕法
や野馬追等郷土に伝わる歴史や文
化等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
　③道徳の授業において報徳仕法
や野馬追等郷土に伝わる歴史や文
化等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
　③道徳の授業において報徳仕法
や野馬追等郷土に伝わる歴史や文
化等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

実績
(見込)

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

　「道徳の時間」の教科化に伴い、道徳の授業の指導方法や評価のあり方、教材の効果的な活用等について研究を推進し、道徳の時間の充実に努めるとともに、学校教育活動の全体
を通して「生命尊重」、「郷土愛」の指導に重点をおいた道徳教育の充実を図る。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 道徳教育強化推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 その他

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-１】 郷土を愛し豊かな心を育む教育「至誠（まごころ）学」を推進しま

す。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-１】 郷土を愛し豊かな心を育む教育「至誠（まごころ）学」を推進しま

す。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

報徳仕法のいきづく本市において、その教えを時代を超えて継承し、現代的視点で見つめ直して心豊かなまちづくり・ひとづくりを進めるため、報徳仕法に関する学習機会を提供する。
また、「報徳精神がいきづくまちづくり」推進に向け、推進委員会及びワーキンググループを開催、視察研修を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名
報徳精神がいきづくまちづくり事業

【再掲】

担当課 生涯学習課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 3,346 2,705 2,570 3,913 4,000 5,000

地方債

県支出金

一般財源 1,707 2,705 2,570 3,913 4,000 5,000

その他 1,639

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

講演会・学校教育における「ふ
るさと教育」等の実施３００時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施３００時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施３００時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施２５０時間

実績
(見込)

４０４時間

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１「報徳仕法」がいきづくまちづ
くり活動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐり
リーフレット、副読本概要版作
成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土
学習「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける
報徳仕法に関する学級・講座
等の開催

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催
５報徳精神がいきづくまつづくり推進
委員会

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催
５報徳精神がいきづくまつづくり推進
委員会

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催
５報徳精神がいきづくまつづくり推進
委員会

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施２５０時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施２５０時間

３１７時間 ２４０時間
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３５時間）

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①様々な学習において市内の
歴史、文化、伝統行事等の教
育資源を取り上げ指導に活か
す
②各教科における郷土学習に
おいて、郷土の良さに気づき、
郷土に対する誇りや愛情を涵
養できるように努める
③道徳の授業において報徳仕
法や野馬追等郷土に伝わる歴
史や文化等に触れるよう努め
る。
　④総合的な学習の時間にお
いて各学校の地域性や課題に
あったものを取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達
段階に応じて学校教育に積極
的に活用する。
　⑥学習の成果を表現・発信す
る場や機会・方法等を工夫す
る。
　⑦社会科副読本や市博物館
等を積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
③道徳の授業において報徳仕法や
野馬追等郷土に伝わる歴史や文化
等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
③道徳の授業において報徳仕法や
野馬追等郷土に伝わる歴史や文化
等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
　③道徳の授業において報徳仕法
や野馬追等郷土に伝わる歴史や文
化等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
　③道徳の授業において報徳仕法
や野馬追等郷土に伝わる歴史や文
化等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

①様々な学習において市内の歴史、
文化、伝統行事等の教育資源を取り
上げ指導に活かす
②各教科における郷土学習におい
て、郷土の良さに気づき、郷土に対
する誇りや愛情を涵養できるように
努める
　③道徳の授業において報徳仕法
や野馬追等郷土に伝わる歴史や文
化等に触れるよう努める。
　④総合的な学習の時間において各
学校の地域性や課題にあったものを
取り上げる。
　⑤「報徳仕法」の教えを発達段階
に応じて学校教育に積極的に活用
する。
　⑥学習の成果を表現・発信する場
や機会・方法等を工夫する。
　⑦社会科副読本や市博物館等を
積極的に活用する。

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

実績
(見込)

道徳の授業時数
　年間３５時間
　（小１のみ３４時間）

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 0 0 0 0 0
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

　「道徳の時間」の教科化に伴い、道徳の授業の指導方法や評価のあり方、教材の効果的な活用等について研究を推進し、道徳の時間の充実に努めるとともに、学校教育活動の全体
を通して「生命尊重」、「郷土愛」の指導に重点をおいた道徳教育の充実を図る。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 道徳教育強化推進事業【再掲】
担当課 学校教育課 実施方法 その他

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-２】 様々な側面から生命の尊さについての考えを深め道徳教育を

推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

７５回 ８９回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

○外部講師の招へい

〇技術指導会の開催

○外部講師の招へい

〇技術指導会の開催

○外部講師の招へい

〇技術指導会の開催

○外部講師の招へい

〇技術指導会の開催

○外部講師の招へい

〇技術指導会の開催

○外部講師の招へい

〇技術指導会の開催

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

外部講師による指導回数
８５回程度

外部講師による指導回数
７７回程度

外部講師による指導回数
９０回程度

外部講師による指導回数
９０回程度

外部講師による指導回数
９０回程度

外部講師による指導回数
９０回程度

実績
(見込)

６９回

一般財源 2,178 1,941 2,247 2,244 2,244 2,244

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 2,178 1,941 2,247 2,244 2,244 2,244
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

児童の芸術的感性の育成と演奏技術の向上を図るため、小学校の音楽部活動を側面から支援する事業を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 小学校部活動支援事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-３】 運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教
育の推進を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-３】 運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教
育の推進を図ります。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

生徒の技能向上を図るため、中学校部活動を側面から支援する事業を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 中学校部活動支援事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 3,228 3,167 3,878 4,506 4,506 4,506

地方債

県支出金

一般財源 3,228 3,167 3,878 4,506 4,506 4,506

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

部活動地区大会送迎用バスの
借上　６校
中学校間合同チーム練習時の
送迎用バス借上　２校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上　２校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上　２校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

部活動地区大会送迎用バスの
借上　６校
中学校間合同チーム練習時の
送迎用バス借上　２校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上　２校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上　２校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
中学校間合同チーム練習時の送迎
用バス借上

実績
(見込)

部活動地区大会送迎用バスの
借上　６校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校

部活動地区大会送迎用バスの借上
６校
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

４校 ５校

令和８年度の計画 令和９年度の計画

○補助率 １０／１０
○内 容 中学校部活動外部講
師活用に要す る事業費への補
助

○補助率 １０／１０
○内 容 中学校部活動外部講師活
用に要す る事業費への補助

○補助率 １０／１０
○内 容 中学校部活動外部講師活
用に要す る事業費への補助

○補助率 １０／１０
○内 容 中学校部活動外部講師活
用に要す る事業費への補助

○補助率 １０／１０
○内 容 中学校部活動外部講師活
用に要す る事業費への補助

○補助率 １０／１０
○内 容 中学校部活動外部講師活
用に要す る事業費への補助

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付学校数　６校 補助金交付学校数　６校 補助金交付学校数　６校 補助金交付学校数　６校 補助金交付学校数　６校 補助金交付学校数　６校

実績
(見込)

４校

一般財源 4,367 4,387 5,342 5,339 5,339 5,339

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 4,367 4,387 5,342 5,339 5,339 5,339
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

生徒の演奏技術及び競技力等の向上を図るため、中学校の部活動を側面から支援する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 中学校部活動外部講師活用事業補助金
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-３】 運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教

育の推進を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

音楽大会　９件
スポーツ大会　１７件

音楽大会　７件
スポーツ大会　１９件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

県大会以上の音楽・スポーツ
大会等に参加する児童に対し
て、交通費、宿泊費、大会参加
料等に補助金を交付する。
○事業主体 南相馬市小学校
長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する児童に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市小学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する児童に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市小学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する児童に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市小学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する児童に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市小学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する児童に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市小学校長会
○補助率  定額

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

県大会以上に参加する児童に
対する交通費等の補助件数

県大会以上に参加する児童に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する児童に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する児童に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する児童に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する児童に対す
る交通費等の補助件数

実績
(見込)

音楽大会　１２件
スポーツ大会　１８件

一般財源 4,098 5,456 3,487 4,303 4,303 4,303

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 4,098 5,456 3,487 4,303 4,303 4,303
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

情操教育及び体育教育の充実を図るため、音楽コンクールやスポーツ大会等における県大会以上への参加に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 小学校音楽・スポーツ大会等補助金
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-３】 運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教

育の推進を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

音楽大会　５件
スポーツ大会　１１３件
弁論大会　２件

音楽大会　８件
スポーツ大会　９３件
弁論大会４件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

県大会以上の音楽・スポーツ
大会等に参加する生徒に対し
て、交通費、宿泊費、大会参加
料等に補助金を交付する。
○事業主体 南相馬市中学校
長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する生徒に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市中学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する生徒に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市中学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する生徒に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市中学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する生徒に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市中学校長会
○補助率  定額

県大会以上の音楽・スポーツ大会等
に参加する生徒に対して、交通費、
宿泊費、大会参加料等に補助金を
交付する。
○事業主体 南相馬市中学校長会
○補助率  定額

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

県大会以上に参加する生徒に
対する交通費等の補助件数

県大会以上に参加する生徒に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する生徒に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する生徒に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する生徒に対す
る交通費等の補助件数

県大会以上に参加する生徒に対す
る交通費等の補助件数

実績
(見込)

音楽大会　１１件
スポーツ大会　１６９件

一般財源 12,104 10,669 12,604 13,000 13,000 13,000

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 12,104 10,669 12,604 13,000 13,000 13,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

情操教育及び体育教育の充実を図るため、音楽コンクールやスポーツ大会等における県大会以上への参加に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 中学校音楽・スポーツ大会等補助金
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-３】 運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教

育の推進を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【１】 豊かな心と体の育成
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 豊かな心と体の育成 取組方針
【１-３】 運動の習慣化や正しい食生活を身に付け、健康な体を育む教

育の推進を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

新体力テスト（小５、中２）の結果について、
５段階評定（A～E）のうち、上位２段階（A、
B）の児童生徒の割合

小５　35.8%
中２　29.3%

小５　37.8
中２　34.7

小５　39.9
中２　40.1

小５　42.0
中２　45.6

小５　44.0%
中２　51.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.5
中２　63.3

小5 75.0%
中２ 65.0%

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかい
ができている児童生徒の割合（小５、中２）

小５　88.6%
中２　90.1%

小５　89.0
中２　91.3

小５　89.4
中２　92.5

小５　89.8
中２　93.8

小５　90.0%
中２　95.0%

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなと
ころ」について「ある」または「少しある」と回
答する児童生徒の割合（小５、中２）

小５　65.3%
中２　57.6%

小５　67.7
中２　59.5

小５　70.1
中２　61.4

小　 92.0%
中   84.0%

朝食を食べる児童生徒の割合
小　 85.0%
中   80.0%

小５　86.8
中２　81.0

小５　88.6
中２　82.0

小５　90.4
中２　83.0

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

中学校におけるスポーツ、文化等に関する専門的知識や指導技術を有する人材を配置し、競技力の向上及び教職員の業務負担軽減を図るため、部活動指導員を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 部活動指導員配置事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,918 2,620 2,991 5,794 5,794 5,794

3,718

地方債

県支出金 1,222 1,433 1,792 3,718 3,718

一般財源 696 1,187 1,199 2,076 2,076 2,076

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇部活動指導員配置
　配置人数　３人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

部活動指導員の配置人数　３
人

部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人

実績
(見込)

２人配置 ４人配置 ４人配置
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

①１回
②１回
③１回
④３１人

①１回
②１回
③１回
④３２人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①知能検査の実施 （小学校２・
４・６年生、中学校１・３年生）
②標準学力テストの実施と結
果分析 （全児童生徒）
③ＡＡＩ（学習適応性検査）の実
施 （小学校３・５年生、中学校２
年生）
④教職員の先進地視察研修

①知能検査の実施 （小学校２・４・６
年生、中学校１・３年生）
②標準学力テストの実施と結果分析
（全児童生徒）
③ＡＡＩ（学習適応性検査）の実施
（小学校３・５年生、中学校２年生）
④教職員の先進地視察研修

①知能検査の実施 （小学校２・４・６
年生、中学校１・３年生）
②標準学力テストの実施と結果分析
（全児童生徒）
③ＡＡＩ（学習適応性検査）の実施
（小学校３・５年生、中学校２年生）
④教職員の先進地視察研修

①知能検査の実施 （小学校２・４・６
年生、中学校１・３年生）
②標準学力テストの実施と結果分析
（全児童生徒）
③ＡＡＩ（学習適応性検査）の実施
（小学校３・５年生、中学校２年生）
④教職員の先進地視察研修

①知能検査の実施 （小学校２・４・６
年生、中学校１・３年生）
②標準学力テストの実施と結果分析
（全児童生徒）
③ＡＡＩ（学習適応性検査）の実施
（小学校３・５年生、中学校２年生）
④教職員の先進地視察研修

①知能検査の実施 （小学校２・４・６
年生、中学校１・３年生）
②標準学力テストの実施と結果分析
（全児童生徒）
③ＡＡＩ（学習適応性検査）の実施
（小学校３・５年生、中学校２年生）
④教職員の先進地視察研修

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①知能検査の実施　１回
②標準学力テスト実施　１回
③ＡＡＩ検査の実施　１回
④視察研修参加者数　４３人

①知能検査の実施　１回
②標準学力テスト実施　１回
③ＡＡＩ検査の実施　１回
④視察研修参加者数　４３人

①知能検査の実施　１回
②標準学力テスト実施　１回
③ＡＡＩ検査の実施　１回
④視察研修参加者数　４１人

①知能検査の実施　１回
②標準学力テスト実施　１回
③ＡＡＩ検査の実施　１回
④視察研修参加者数　４１人

①知能検査の実施　１回
②標準学力テスト実施　１回
③ＡＡＩ検査の実施　１回
④視察研修参加者数　４１人

①知能検査の実施　１回
②標準学力テスト実施　１回
③ＡＡＩ検査の実施　１回
④視察研修参加者数　４１人

実績
(見込)

①１回
②１回
③１回
④１４人

一般財源 5,619 6,449 8,268 8,366 8,366 8,366

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 5,619 6,449 8,268 8,366 8,366 8,366
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

児童生徒の基礎学力を向上させるため、学力の実態及び変容状況を的確に把握するとともに、指導法の改善を図る。
また、教職員の資質を向上させるため、先進地視察研修を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 基礎学力向上対策事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-１】 基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

１件 １件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇事業主体 南相馬市教育研究会
〇補助率  定額
〇補助対象
　①授業研究会を通した学力向上
や生徒指導に関する研修
　②各教科部会での専門的な研修
　③小学校陸上競技大会
　④小中学校音楽祭

〇事業主体 南相馬市教育研究会
〇補助率  定額
〇補助対象
　①授業研究会を通した学力向上や生
徒指導に関する研修
　②各教科部会での専門的な研修
　③小学校陸上競技大会
　④小中学校音楽祭

〇事業主体 南相馬市教育研究会
〇補助率  定額
〇補助対象
　①授業研究会を通した学力向上や生
徒指導に関する研修
　②各教科部会での専門的な研修
　③小学校陸上競技大会
　④小中学校音楽祭

〇事業主体 南相馬市教育研究会
〇補助率  定額
〇補助対象
　①授業研究会を通した学力向上や生
徒指導に関する研修
　②各教科部会での専門的な研修
　③小学校陸上競技大会
　④小中学校音楽祭

〇事業主体 南相馬市教育研究会
〇補助率  定額
〇補助対象
　①授業研究会を通した学力向上や生
徒指導に関する研修
　②各教科部会での専門的な研修
　③小学校陸上競技大会
　④小中学校音楽祭

〇事業主体 南相馬市教育研究会
〇補助率  定額
〇補助対象
　①授業研究会を通した学力向上や生
徒指導に関する研修
　②各教科部会での専門的な研修
　③小学校陸上競技大会
　④小中学校音楽祭

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数
１件

補助金交付件数
１件

補助金交付件数
１件

補助金交付件数
１件

補助金交付件数
１件

補助金交付件数
１件

実績
(見込)

１件

一般財源 2,980 2,980 2,980 3,260 3,260 3,260

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 2,980 2,980 2,980 3,260 3,260 3,260
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

教員の資質の向上及び学校教育の推進を図るため、学校経営、教科指導の研修及び小中学校音楽祭等の事業を行う南相馬市教育研究会に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 小中学校教育研究事業補助金
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-１】 基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-１】 基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

中学校におけるスポーツ、文化等に関する専門的知識や指導技術を有する人材を配置し、競技力の向上及び教職員の業務負担軽減を図るため、部活動指導員を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 部活動指導員配置事業【再掲】
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,918 2,620 2,991 5,794 5,794 5,794

3,718

地方債

県支出金 1,222 1,433 1,792 3,718 3,718

一般財源 696 1,187 1,199 2,076 2,076 2,076

その他

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

部活動指導員の配置人数　３
人

部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人

実績
(見込)

２人配置

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇部活動指導員配置
　配置人数　３人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

〇部活動指導員配置
　配置人数　６人

部活動指導員の配置人数　６人 部活動指導員の配置人数　６人

４人配置 ４人配置
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-１】 基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 平成 30 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

指導環境を充実させることにより、児童生徒の学習意欲を高めるとともに、学力の向上を図るため、市で独自に採用した学力向上教員を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学力向上教員配置事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 12,263 16,575 26,548 28,426 28,426 28,426

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 28,426 28,426 28,426

その他 12,263 16,575 26,548

令和８年度の計画 令和９年度の計画

学力向上教員の配置
小学校３人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学力向上教員の配置
小学校３人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人

実績
(見込)

学力向上教員の配置
小学校３人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校３人
中学校１人

学力向上教員の配置
小学校４人
中学校１人
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-１】 基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 令和 4 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

GIGAスクール構想により整備したタブレット型端末を活用した授業や家庭学習等の充実により、児童生徒の学習意欲及び学力向上を図るため、児童生徒が学習ドリルアプリを使用す
る費用について、小学校長会及び中学校長会に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学習ドリルアプリ活用事業補助金
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 12,283 13,358 15,236 14,933 14,933 14,933

地方債

県支出金

一般財源 12,283 13,358 15,236 10,304 14,933 14,933

その他 4,629

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・事業主体
　小学校校長会、中学校校長
会
・補助対象
　タブレット型端末を活用した学
習ドリルアプリの使用料
・上限額
　在籍する児童生徒数×５００
円/月

・事業主体
　小学校校長会、中学校校長会
・補助対象
　タブレット型端末を活用した学習ド
リルアプリの使用料
・上限額
　在籍する児童生徒数×５００円/月

・事業主体
　小学校校長会、中学校校長会
・補助対象
　タブレット型端末を活用した学習ド
リルアプリの使用料
・上限額
　在籍する児童生徒数×５００円/月

・事業主体
　小学校校長会、中学校校長会
・補助対象
　タブレット型端末を活用した学習ド
リルアプリの使用料
・上限額
　在籍する児童生徒数×５００円/月

・事業主体
　小学校校長会、中学校校長会
・補助対象
　タブレット型端末を活用した学習ド
リルアプリの使用料
・上限額
　在籍する児童生徒数×５００円/月

・事業主体
　小学校校長会、中学校校長会
・補助対象
　タブレット型端末を活用した学習ド
リルアプリの使用料
・上限額
　在籍する児童生徒数×５００円/月

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助実施学校数１８校 補助実施学校数１８校 補助実施学校数１７校 補助実施学校数１７校 補助実施学校数１７校 補助実施学校数１７校

実績
(見込)

補助実施学校数１８校 補助実施学校数１８校 補助実施学校数１７校
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

①１回
②２回
③１回

①１回
②１回
③１回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇中学３年生夏季学習講座
〇中学２年生冬季・春季学習
講座
　令和４年１１月～１２月
　令和５年　２月～　３月
〇中学生全員：中間テストの実
施　（１学期・２学期）

〇中学３年生夏季学習講座
　　令和５年７月～８月
〇中学２年生冬季・春季学習講座
　 令和５年１１月～１２月
　 令和６年　２月～　３月
〇中学生全員：中間テストの実施
　（２学期）

〇中学３年生夏季学習講座
　（７月～９月）
〇中学２年生冬季学習講座
　（１２月～１月）
〇中学生全員：中間テストの実施
　（後期）

〇数学集中学習講座
　７月～８月、１２月～１月
〇英語集中学習講座
　７月～８月、１２月～１月
○進学講演会の開催
○保護者対象セミナーの開催

〇数学集中学習講座
　７月～８月、１２月～１月
〇英語集中学習講座
　７月～８月、１２月～１月
○進学講演会の開催
○保護者対象セミナーの開催

〇数学集中学習講座
　７月～８月、１２月～１月
〇英語集中学習講座
　７月～８月、１２月～１月
○進学講演会の開催
○保護者対象セミナーの開催

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①夏季学習講座の開催
　１回
②冬季・春季学習講座の開催
　２回
③２学期中間テストの実施
　２回

①夏季学習講座の開催
　１回
②冬季・春季学習講座の開催
　２回
③２学期中間テストの実施
　１回

①夏季学習講座の開催　１回
②冬季学習講座の開催　１回
③中間テストの実施　　　１回

①数学集中学習講座の開催
　中学２，３年生　各３０人
　７月～８月　各２日間
　１２月～１月　各２日間
②英語集中学習講座の開催
　中学２，３年生　各３０人
　７月～８月　各１日
　１２月～１月　各１日
③進学講演会の開催
　中学校６校
④保護者対象セミナーの開催
　１回

①数学集中学習講座の開催
　中学２，３年生　各３０人
　７月～８月　各２日間
　１２月～１月　各２日間
②英語集中学習講座の開催
　中学２，３年生　各３０人
　７月～８月　各１日
　１２月～１月　各１日
③進学講演会の開催
　中学校６校
④保護者対象セミナーの開催
　１回

①数学集中学習講座の開催
　中学２，３年生　各３０人
　７月～８月　各２日間
　１２月～１月　各２日間
②英語集中学習講座の開催
　中学２，３年生　各３０人
　７月～８月　各１日
　１２月～１月　各１日
③進学講演会の開催
　中学校６校
④保護者対象セミナーの開催
　１回

実績
(見込)

①１回
②２回
③２回

一般財源 10,878 10,553 0 0 4,062 4,062

その他 10,465 4,062

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 10,878 10,553 10,465 4,062 4,062 4,062
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

生徒の学習意欲の向上と学力の向上を図るため、学習塾と連携した学習講座を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学習塾等と連携した学力強化推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 委託

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-１】 基礎学力の定着と活用力の向上を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

25



第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

①　　３人
②　２０回
③　１０回
④　　３回

①　　３人
②　２０回
③　１０回
④　　３回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①教育指導員の配置
　 配置人数　３人

②各種研修会の実施

③適応指導教室の支援、相談
活動

④調査・研究（広報の発行）

①教育指導員の配置
　 配置人数　３人

②各種研修会の実施

③適応指導教室の支援、相談活動

④調査・研究（広報の発行）

①教育指導員の配置
　 配置人数　３人

②各種研修会の実施

③適応指導教室の支援、相談活動

④調査・研究（広報の発行）

①教育指導員の配置
　 配置人数　３人

②各種研修会の実施

③適応指導教室の支援、相談活動

④調査・研究（広報の発行）

①教育指導員の配置
　 配置人数　３人

②各種研修会の実施

③適応指導教室の支援、相談活動

④調査・研究（広報の発行）

①教育指導員の配置
　 配置人数　３人

②各種研修会の実施

③適応指導教室の支援、相談活動

④調査・研究（広報の発行）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①教育指導員の配置 ３人
②各種研修会の実施 ２０回
③適応指導教室の支援、相談
活動 １０回
④調査・研究（広報の発行）３
回

①教育指導員の配置 ３人
②各種研修会の実施 ２０回
③適応指導教室の支援、相談活動
１０回
④調査・研究（広報の発行）３回

①教育指導員の配置 ３人
②各種研修会の実施 ２０回
③適応指導教室の支援、相談活動
１０回
④調査・研究（広報の発行）３回

①教育指導員の配置 ３人
②各種研修会の実施 ２０回
③適応指導教室の支援、相談活動
１０回
④調査・研究（広報の発行）３回

①教育指導員の配置 ３人
②各種研修会の実施 ２０回
③適応指導教室の支援、相談活動
１０回
④調査・研究（広報の発行）３回

①教育指導員の配置 ３人
②各種研修会の実施 ２０回
③適応指導教室の支援、相談活動
１０回
④調査・研究（広報の発行）３回

実績
(見込)

①　　３人
②　２１回
③　１０回
④　　３回

一般財源 2,067 1,974 1,874 2,312 2,312 2,312

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 2,067 1,974 1,874 2,312 2,312 2,312
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

学校教育の充実を図るため、教育に関する相談、学校適応指導、教育関係職員の支援事業を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校教育支援センター事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

高度な研究を子どもたちに体験させ、キャリア形成と学習意欲の向上を図るため、高等教育機関等と連携した専門的かつ先進的な授業を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 高等教育機関連携事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,063 1,492 1,492 1,492

地方債

県支出金

一般財源 0 0 1,063 1,299 1,492 1,492

その他 193

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・高等教育機関連携事業の実施　１
４回
太田小・大甕小、石一小・石二小、鹿
島小・上真野小は合同実施

・高等教育機関連携事業の実施
１７回

・高等教育機関連携事業の実施
１７回

・高等教育機関連携事業の実施
１７回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

・高等教育機関連携事業の実施
１４回
太田小・大甕小、石一小・石二小、鹿
島小・上真野小は合同実施

・高等教育機関連携事業の実施
１７回

・高等教育機関連携事業の実施
１７回

・高等教育機関連携事業の実施
１７回

実績
(見込)

・高等教育機関連携事業の実施
１４回

令和５年度までは公立学校適正化推進事業の中

で実施していたため、令和４～５年度の計画・実績

等はそちらに記載。
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

児童生徒の学習意欲を高めて学力向上を図るため、分かりやすい授業が展開可能であるＩＣＴ教育環境を整備する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 ICT教育推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 25,143

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 41,620 46,417 72,798 82,937 82,937 82,937

地方債

県支出金

一般財源 10,477 40,417 52,798 82,937 82,937 82,937

その他 6,000 6,000 20,000

令和８年度の計画 令和９年度の計画

ＩＣＴ利活用支援業務委託（支
援員派遣）
支援員５人常駐（各校週２～３
回派遣）
電子黒板用PC更新　２２０台
タブレット用消耗品（ヘッドセット
購入）
タブレット用アプリケーションソ
フト使用料負担
（授業支援アプリびフィルタリン
グアプリ）
ICT機器維持管理
授業目的公衆送信補償金

・ＩＣＴ利活用支援業務委託（支援員
派遣）
　支援員５人常駐（各校週２～３回派
遣）
・タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
（授業支援アプリ・フィルタリングアプ
リ）
・電子黒板配備（追加配備３０台）
・ICT機器維持管理
・授業目的公衆送信補償金

・ＩＣＴ利活用支援業務委託（支援員
派遣）
　支援員９人常駐（各校週２～３回派
遣）
・タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
・デジタルシティズンシップ学習アプ
リの導入
・ICT機器維持管理
・授業目的公衆送信補償金
・通信環境整備支援金給付

・ＩＣＴ利活用支援業務委託（支援員
派遣）
　支援員９人常駐（各校週２～３回派
遣）
・タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
・デジタルシティズンシップ学習アプ
リ使用料負担
・学校情報セキュリティ研修コンテン
ツ使用料負担
・ICT機器維持管理
・授業目的公衆送信補償金
・通信環境整備支援金給付

・ＩＣＴ利活用支援業務委託（支援員
派遣）
　支援員９人常駐（各校週２～３回派
遣）
・タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
・デジタルシティズンシップ学習アプ
リ使用料負担
・学校情報セキュリティ研修コンテン
ツ使用料負担
・ICT機器維持管理
・授業目的公衆送信補償金
・通信環境整備支援金給付

・ＩＣＴ利活用支援業務委託（支援員
派遣）
　支援員９人常駐（各校週２～３回派
遣）
・タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
・デジタルシティズンシップ学習アプ
リ使用料負担
・学校情報セキュリティ研修コンテン
ツ使用料負担
・ICT機器維持管理
・授業目的公衆送信補償金
・通信環境整備支援金給付

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①支援員５人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーション
ソフト使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタ
リングアプリ（小中学校全児童
生徒）

①支援員５人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③電子黒板追加配備30台

①支援員９人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③デジタルシティズンシップ学習アプ
リの導入（小学校５・６年生）
④通信環境整備支援金の給付
　　28世帯

①支援員９人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③デジタルシティズンシップ学習アプ
リの使用料負担（小学校５・６年生）
④学校情報セキュリティ研修コンテン
ツ使用料負担（小中学校教職員）
⑤通信環境整備支援金の給付
　２０世帯

①支援員９人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③デジタルシティズンシップ学習アプ
リの使用料負担（小学校５・６年生）
④学校情報セキュリティ研修コンテン
ツ使用料負担（小中学校教職員）
⑤通信環境整備支援金の給付
　２０世帯

①支援員９人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③デジタルシティズンシップ学習アプ
リの使用料負担（小学校５・６年生）
④学校情報セキュリティ研修コンテン
ツ使用料負担（小中学校教職員）
⑤通信環境整備支援金の給付
　２０世帯

実績
(見込)

①支援員５人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーション
ソフト使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタ
リングアプリ（小中学校全児童
生徒）

①支援員５人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③電子黒板追加配備３０台

①支援員５人常駐
　各校週２～３回派遣
②タブレット用アプリケーションソフト
使用料負担
　授業支援アプリ及びフィルタリング
アプリ（小中学校全児童生徒）
③電子黒板追加配備３１台
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 令和 5 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市内児童生徒に地域や学校への愛着や誇りを持たせるとともに、自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育み、もって本市の将来を担う人材を育成するため、
地域の特性、学校の伝統や校風、震災の経験等を活かした創意工夫による教育活動を実施する各学校に対し、小学校長会及び中学校長会を通して補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名
地域の特性等を生かした創意工夫によ

る教育活動推進事業補助金

担当課 学校教育課 実施方法 補助金

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 4,187 3,934 4,199 4,600 4,600 4,600

地方債

県支出金

一般財源 4,187 3,934 4,199 4,600 4,600 4,600

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

事業主体小学校長会、中学校
長会
事業費５，０００千円
補助率１０／１０
１校あたりの補助上限額
児童生徒数２００人未満２００千
円
児童生徒数２００人以上４００千
円

事業主体小学校長会、中学校長会
事業費４，８００千円
補助率１０／１０
１校あたりの補助上限額
児童生徒数２００人未満２００千円
児童生徒数２００人以上４００千円

事業主体小学校長会、中学校長会
事業費４，８００千円
補助率１０／１０
１校あたりの補助上限額
児童生徒数２００人未満２００千円
児童生徒数２００人以上４００千円

事業主体小学校長会、中学校長会
事業費４，６００千円
補助率１０／１０
１校あたりの補助上限額
児童生徒数２００人未満２００千円
児童生徒数２００人以上４００千円

事業主体小学校長会、中学校長会
事業費４，６００千円
補助率１０／１０
１校あたりの補助上限額
児童生徒数２００人未満２００千円
児童生徒数２００人以上４００千円

事業主体小学校長会、中学校長会
事業費４，６００千円
補助率１０／１０
１校あたりの補助上限額
児童生徒数２００人未満２００千円
児童生徒数２００人以上４００千円

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金の交付件数　１８校 補助金の交付件数　１８校 補助金の交付件数　１７校 補助金の交付件数　１７校 補助金の交付件数　１７校 補助金の交付件数　１７校

実績
(見込)

１７校 １７校 １７校
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

参加生徒（中学２年生）
　オーストラリア研修１５人
　シンガポール研修１７人

参加生徒（中学２年生）
　オーストラリア研修２１人
　シンガポール研修２３人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

ブリティッシュ・ヒルズでの宿泊
研修の実施（海外研修の代替
事業）
対象学年人数日数個人負担
中学２年生４０人１泊２日１０％
程度
中学３年生４０人１泊２日１０％
程度

事前研修及び事後研修の実施
中学生海外研修の実施
・オーストラリア
　募集２０人、４泊６日程度
・シンガポール
　募集２０人　３泊５日程度
　※いずれも個人負担１０%程度
報告会の開催

事前研修及び事後研修の実施
中学生海外研修の実施
・オーストラリア
　募集２０人、４泊６日程度
・シンガポール
　募集２５人　３泊５日程度
　※いずれも個人負担１０%程度
報告会の開催

事前研修及び事後研修の実施
中学生海外研修の実施
・オーストラリア
　募集２０人、４泊６日程度
・シンガポール
　募集２５人　３泊５日程度
　※いずれも個人負担１０%程度
報告会の開催

事前研修及び事後研修の実施
中学生海外研修の実施
・オーストラリア
　募集２０人、４泊６日程度
・シンガポール
　募集２５人　３泊５日程度
　※いずれも個人負担１０%程度
報告会の開催

事前研修及び事後研修の実施
中学生海外研修の実施
・オーストラリア
　募集２０人、４泊６日程度
・シンガポール
　募集２５人　３泊５日程度
　※いずれも個人負担１０%程度
報告会の開催

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

参加生徒　４０人
（市内中学２年生２０人、中学３
年生２０人）
個人負担：１０％程度

参加生徒　４０人
（市内中学２年生４０人）
個人負担：１０％程度

参加生徒　４５人
（市内中学２年生４５人）
個人負担：１０％程度

参加生徒　４５人
（市内中学２年生４５人）
個人負担：１０％程度

参加生徒　４５人
（市内中学２年生４５人）
個人負担：１０％程度

参加生徒　４５人
（市内中学２年生４５人）
個人負担：１０％程度

実績
(見込)

参加生徒
　中学２年生１１人
　中学３年生１０人
日数　１泊２日
個人負担　１０％程度

一般財源 0 0 0 0 30,698 30,698

その他 1,296 23,390 19,450 30,698

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,296 23,390 19,450 30,698 30,698 30,698
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

広い視野をもった生徒の育成や学びの意欲のきっかけづくりを図るとともに学習意欲の向上や思考力・判断力・表現力の向上につなげ、未来を担う人材を育成するため、外国文化や英
語が学べる研修を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 中学生海外研修事業
担当課 学校教育課 実施方法 委託

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書【事
業説明】に同じ

市内児童生徒の国際理解教育の推進を図るとともに、英語によるコミュニケーション能力の素地を養うため、習熟度に応じた継続的な英語教育を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 外国語教育推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 その他

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 58,652 58,595 69,367 72,895 72,895 72,895

地方債

県支出金

一般財源 58,652 49,147 69,367 48,720 72,895 72,895

その他 9,448 24,175

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①国内研修
　BH研修（日帰り）
　対象中学１年生全員
②外国語検定料支援
　実用英語技能検定受験料支
援
　対象中学生全員（１回／年）
③外国語助手配置
　１０名（１人分は会計年度任
用
　職員給与費で計上）
④教員研修
　BH教員研修
　対象　小学校教員４名

①国内研修
　BH研修（日帰り）
　対象中学１年生全員
②外国語検定料支援
　実用英語技能検定受験料支援
　対象中学生全員（１回／年）
③外国語助手配置
　１０名（１人分は会計年度任用職員
　給与費で計上）
④教員研修
　BH教員研修
　対象　小学校教員３名

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：小高中学校３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：希望校の中学３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：希望校の中学３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：希望校の中学３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

【外国語教育施設研修】
BH研修（日帰り）：中学1年生
【外国語検定支援】
全中学生の受験希望者1回/年
支援
【ALT配置】
１０名（１人分は会計年度任用
職員給与費で計上）
【教員研修】
小学校教員４名

【外国語教育施設研修】
BH研修（日帰り）：中学1年生
【外国語検定支援】
全中学生の受験希望者1回/年支援
【ALT配置】
１０名（１人分は会計年度任用職員
給与費で計上）
【教員研修】
小学校教員３名

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：小高中学校３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：希望校の中学３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：希望校の中学３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

・ALT DAY実施支援（対象：市内中
学校）
・外国語検定料支援（対象：中学生
全員（１回／年）
・教員研修（対象：小学校教員３人）
・外国語教育推進アドバイザー派遣
（年４回）
・フォニックス学習（対象：市内小学
校児童）
・多読用英語図書の購入（市内小学
校）
・英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小
学校５～６年生）
・東京グローバルゲートウェイ研修
（対象：希望校の中学３年生）
・市内公立幼稚園・保育園における
英語発音あそびの実施（対象：年少
～年長）
外国語指導助手の配置１２人（２人
は会計年度任用職員）

実績
(見込)

【外国語教育施設研修】
BH研修（日帰り）：中学1年生
　３３８人参加
【外国語検定支援】
中学生の受験希望者
　６４３人支援
【ALT配置】
１０名（１人分は会計年度任用
職員費で計上）
【教員研修】
未実施

【外国語教育施設研修】
BH研修（日帰り）：中学1年生
　２９９人参加
【外国語検定支援】
中学生の受験希望者
　 ７４２人支援
【ALT配置】
１０名（1人分は会計年度任用職員費
で計上）
【教員研修】
小学校教員３名

・ALT DAY（ALT集中配置研修）
　中学校６校実施
・外国語検定支援
　６９３人支援
・外国語教育推進アドバイザー派遣
　３回
・フォノックス学習
　小学校１１校実施
・多読用図書購入
　小学校１１校購入
・英検Jr検定支援
　小高小学校５～６年生１８人
・東京グローバルゲートウェイ研修
　小高中学校３年生１２人
・えいご発音あそびの実施
　市内幼稚園保育園
・外国語指導助手（ALT）配置
　１２人
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a
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１人 ２人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

外国語指導助手の配置１人 外国語指導助手の配置１人 外国語指導助手の配置２人 外国語指導助手の配置２人 外国語指導助手の配置３人 外国語指導助手の配置４人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

外国語指導助手の配置１人 外国語指導助手の配置１人 外国語指導助手の配置２人 外国語指導助手の配置２人 外国語指導助手の配置３人 外国語指導助手の配置４人

実績
(見込)

１人

一般財源 4,877 4,907 9,877 9,924 14,893 19,858

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 4,877 4,907 9,877 9,924 14,893 19,858
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市内児童生徒の国際理解教育の推進を図るとともに、英語によるコミュニケーション能力の素地を養うため、習熟度に応じた継続的な英語教育を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 外国語指導助手配置事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 平成 29 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

児童生徒の創造的・論理的思考力及びプログラミング能力の育成を図るため、発達段階に応じたプログラミング教育を実施する。また、児童生徒の発達段階に応じ、体系的なプログラミ
ング教育を推進するため、プログラミング教育の学習指導案の検討を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 プログラミング教育推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 63 6,994 7,573 1,828 1,828 1,828

地方債

県支出金 2,963 2,831

1,828

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他 63 4,031 4,742 1,828 1,828

令和８年度の計画 令和９年度の計画

プログラミング授業の実施
全国大会出場校選考会（市大
会）の開催
教員向けフォローアップ研修の
開催

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング教育の実施（市内小学校）
高等教育機関との連携事業の実施
（市内中学校）
プログラミング教育推進検討委員会
の設置

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング教育の実施（市内小学校）
高等教育機関との連携事業の実施
（市内中学校）
プログラミング教育推進検討委員会
の設置

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング教育の実施（市内小学校）
高等教育機関との連携事業の実施
（市内中学校）
プログラミング教育検討会の実施

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング教育の実施（市内小学校）
高等教育機関との連携事業の実施
（市内中学校）

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング教育の実施（市内小学校）
高等教育機関との連携事業の実施
（市内中学校）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

全国大会出場校選考会１回
教員向けフォローアップ研修１
回

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　６０回（小学校１２校×５コマ）
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）
プログラミング教育推進検討委員会
　１０回

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　１１校
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）
プログラミング教育推進検討委員会
　１０回

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　１１校
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）
プログラミング教育検討会の開催
　５回

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　１１校
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　１１校
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）

実績
(見込)

全国大会出場校選考会の開催
※発表形式により実施
参加校：小学校１１校
　　　　　 中学校４校
最優秀校：太田小学校
　　　　　　　原町第二中学校

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　６０回（小学校１２校×５コマ）
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）
プログラミング教育推進検討会
　２回

あるくメカトロウィーゴを活用したプロ
グラミング授業の実施
　６０回（小学校１２校×５コマ）
高等教育機関との連携事業
　６回（中学校６校×１回）
プログラミング教育推進検討会
　３回
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 平成 28 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

こどもたちにとって望ましい教育環境実現のため、保護者や地域住民の理解と合意に基づき、小中学校の規模や配置の適正化を推進するとともに、小中学校の適正化に合わせ、小中
一貫校や小規模特認校の制度研究を含め、特色と魅力ある学校づくりを目指す。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 公立学校適正化推進事業
担当課 教育総務課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 344 5,257 918 2,325 2,325 2,325

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 0 2,325 2,325

その他 344 5,257 918 2,325

令和８年度の計画 令和９年度の計画

地区懇談会等の開催（鹿島
区、太田大甕地区）
学校適正化検討協議会の開催
統合準備協議会及び専門部会
の開催（鹿島区、太田大甕地
区）
小中一貫校等先進事例研究
高等教育機関連携事業

統合準備協議会の開催（八沢地区、
太田大甕地区）
・統合準備協議会視察研修（八沢地
区、太田大甕地区)
・学校間交流事業の実施（鹿島区、
太田大甕地区）
・高等教育機関連携事業（8回）
・八沢小学校閉校記念式事業実施
に係る補助金の交付

①保護者懇談会の実施（鹿島区・太
田大甕地区）
②学校のあり方検討会の実施（鹿島
区・太田大甕地区）
③地区懇談会の実施（鹿島区・太田
大甕地区）
④統合準備協議会の開催（鹿島区・
太田大甕地区）
⑤学校間交流事業の実施（鹿島区・
太田大甕地区）

【上真野小学校・太田小学校・関係
校にかかる適正化検討等の取組】
①学校のあり方検討会の実施
②保護者懇談会等の実施
③地区懇談会の実施
④地域の合意の形成（適正化に関
する意見書等の市への提出）
⑤統合準備協議会の開催（再編計
画、要望等の具体的な検討）
【学校間交流活動】
鹿島区・太田大甕地区

統合準備協議会及び専門部会の開
催（上真野小関係、太田小関係）
学校間交流事業の実施（鹿島区、太
田大甕地区）

統合準備協議会及び専門部会の開
催（上真野小関係、太田小関係）
学校間交流事業の実施（鹿島区、太
田大甕地区）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①地区懇談会
１２回(太田大甕地区、鹿島区)
②学校適正化検討協議会
３回×２(太田大甕地区、鹿島
区）
③統合準備協議会
 ６回×２（太田大甕地区・鹿島
区）
④高等教育機関連携事業
  通常授業７回

①統合準備協議会の開催９回
（八沢地区：６回、太田大甕地区３
回）
②学校間交流事業の実施
（鹿島区、太田大甕地区）
④高等教育機関連携事業（８回）

①学校あり方検討会の実施１０回
（鹿島区５回、太田大甕地区５回）
②地区懇談会の実施６回x
（鹿島区３回、太田大甕地区３回）
③統合準備協議会の開催６回
（鹿島区３回、太田大甕地区３回）
④学校間交流事業の実施
（鹿島区、太田大甕地区）

【上真野小学校・太田小学校・関係
校にかかる適正化検討等の取組】
①学校のあり方検討会の実施（上真
野小関係８回、太田小関係１８回）
②保護者懇談会等の実施（上真野
小関係６回、太田小関係６回）
③地区懇談会の実施（上真野小関
係３回、太田小関係３回）
④地域の合意の形成（適正化に関
する意見書等の市への提出）
⑤統合準備協議会の開催（上真野
小関係３回、太田小関係３回）
⑥先進地視察（あり方検討会、統合
準備協議会）４回
【学校間交流活動】
鹿島区 １０回
太田大甕地区　５回

統合準備協議会及び専門部会の開
催（上真野小関係、太田小関係）２４
回
学校間交流事業の実施（鹿島区、太
田大甕地区）１２回

統合準備協議会及び専門部会の開
催（上真野小関係、太田小関係）２４
回
学校間交流事業の実施（鹿島区、太
田大甕地区）１２回

実績
(見込)

①地区懇談会２回（鹿島区）
②学校適正化検討協議会２回
（鹿島区）
③統合準備協議会０回
④高等教育機関連携事業
　通常授業５回

①統合準備協議会６回（鹿島区）
②学校間交流事業の実施３７回
（鹿島区・太田大甕地区）
③高等教育機関連携事業
　通常授業８回

①学校あり方検討会の実施１１回
（上真野小４回、太田小７回）
②保護者懇談会の実施２回
（上真野小１回、太田小１回）
③行政区長との懇談２回
（上真野地区１回、太田地区１回）
④学校間交流事業の実施
（鹿島区７回、太田大甕地区２回
小高区１回）
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 拡充

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-２】 学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取り組みます。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 令和 7 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

グローバル化や技術革新の急速な進展など将来の予測が困難と言われる社会の中で、本市の子どもたちが自らの力で未来社会を生き抜くための資質・能力を育成するとともに、教育
の質の向上を図るため、国際バカロレア教育の導入を推進する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 国際バカロレア教育推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,561 6,586 3,242 3,742

地方債

県支出金

一般財源 0 0 1,561 6,586 3,242 3,742

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・国際バカロレア導入校先進地視察
・国際バカロレアワークショップへの
参加
・保護者・地域への説明会の実施

・PYP（小学校）導入に向けた取組の
実施
・MYP（中学校）導入可能性の研究
の実施

【拡充部分】
ＰＹＰ候補校申請に係る経費及び候
補校教員のWS参加等に係る費用を
計上

PYP（小学校）導入に向けた取組の
実施
MYP（中学校）導入可能性の研究の
実施

PYP（小学校）導入に向けた取組の
実施
MYP（中学校）導入可能性の研究の
実施

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①先進地視察（IB導入校等）２箇所
②ワークショップへの参加　９名
③保護者・地域への説明会　１回

・IBO主催PYPWSへの参加
　小学校３名
・PYP候補校申請　１校
・PYP校内研修の実施
　小学校最大４０名
・PYP校視察研修
　３箇所

・IBO主催MYPWSへの参加
　教育委員会２名
・MYP導入校先進地視察
　２箇所

・IBO主催WSへの参加
　小学校３名
・PYP校視察研修
　３箇所

・MYP導入校先進地視察
　２箇所

・IBO主催WSへの参加
　小学校３名
・PYP校視察研修
　３箇所
・認定申請　１校

・MYP導入校先進地視察
　２箇所

実績
(見込)

①先進地視察（IB導入校等）　７箇所
②ワークショップへの参加　１０名
③保護者地域への説明会　１回
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

１４人 １４人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇学校司書の配置　１３人 〇学校司書の配置　１４人 〇学校司書の配置　１４人 〇学校司書の配置　１４人 〇学校司書の配置　１４人 〇学校司書の配置　１４人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学校司書の配置　１３人 学校司書の配置　１４人 学校司書の配置　１４人 学校司書の配置　１４人 学校司書の配置　１４人 学校司書の配置　１４人

実績
(見込)

１３人

一般財源 42,942 49,784 59,993 69,210 69,210 69,210

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 42,942 49,784 59,993 69,210 69,210 69,210
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

小中学校の学校図書室において、司書教諭等と連携して自由な読書活動の推進や主体的な学習活動を支援するために学校司書を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校司書活用事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-３】 こどもの読書活動と調べ学習を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-３】 こどもの読書活動と調べ学習を推進します。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　72.0%
中２　64.0%

小 72.0%
中 64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

小５　71.3%
中２　63.6%

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

小中学校の学校図書館における自由な読書活動の推進や主体的な学習活動を支援するため、学校司書と連携し、学校図書館の図書資料の充実と利用促進を図る。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校図書館支援事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

中央図書館からの学校図書館
への支援
・資料の受入れ、装備、貸出
・レファレンスサービス、資料選
書
・学校図書館の蔵書構成や棚
づくりへの助言
・調べ学習等の資料提供によ
る学習活動への支援
・学校司書を対象とした研修会
や情報交換会の実施

中央図書館からの学校図書館への
支援
・資料の受入れ、装備、貸出
・レファレンスサービス、資料選書
・学校図書館の蔵書構成や棚づくり
への助言
・調べ学習等の資料提供による学習
活動への支援
・学校司書を対象とした研修会や情
報交換会の実施

中央図書館からの学校図書館への
支援
・資料の受入れ、装備、貸出
・レファレンスサービス、資料選書
・学校図書館の蔵書構成や棚づくり
への助言
・調べ学習等の資料提供による学習
活動への支援
・学校司書を対象とした研修会や情
報交換会の実施

中央図書館からの学校図書館への
支援
・資料の受入れ、装備、貸出
・レファレンスサービス、資料選書
・学校図書館の蔵書構成や棚づくり
への助言
・調べ学習等の資料提供による学習
活動への支援
・学校司書を対象とした研修会や情
報交換会の実施

中央図書館からの学校図書館への
支援
・資料の受入れ、装備、貸出
・レファレンスサービス、資料選書
・学校図書館の蔵書構成や棚づくり
への助言
・調べ学習等の資料提供による学習
活動への支援
・学校司書を対象とした研修会や情
報交換会の実施

中央図書館からの学校図書館への
支援
・資料の受入れ、装備、貸出
・レファレンスサービス、資料選書
・学校図書館の蔵書構成や棚づくり
への助言
・調べ学習等の資料提供による学習
活動への支援
・学校司書を対象とした研修会や情
報交換会の実施

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学校図書館における小中学生
一人当たりの年間貸出冊数
３０点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
３１点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
３３点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
５２点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
５３点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
５４点

実績
(見込)

学校図書館における小中学生
一人当たりの年間貸出冊数
４４．４点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
５１点

学校図書館における小中学生一人
当たりの年間貸出冊数
５１点
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【２】 教育水準の向上

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育水準の向上 取組方針 【２-４】 進学を推進するための支援に取り組みます。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学習の意欲が高い児童生徒の割合（小５、
中２）

小５　41.0%
中２　53.0%

小５　51.0%
中２　55.0%

小５　56.0%
中２　58.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

小５　60.0%
中２　60.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　71.3%
中２　63.6%

小５　72.0%
中２　64.0%

標準学力調査（小５、中２）における平均正
答率

小５ 68.0%
中２ 58.0%

小５　70.5%
中２　63.1%

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

小 72.0%
中 64.0%

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 みらい育成修学資金事業
担当課 教育総務課 実施方法 その他

事業期間 令和 1 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

本市のみらいを担う者の育成を図るため、修学に必要な資金を貸し付け又は給付する。

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

一般財源 65,282 85,963 120,314 149,727

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 99,750 123,407 132,254 165,313 165,313 165,313

37,444 11,940 15,586 15,586 15,586

149,727 149,727

その他 34,468

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

みらい育成修学資金制度の新
規決定件数
①３人
②１０人
③３５人
④２４人

みらい育成修学資金制度の新規決
定件数
①３人
②５人
③３０人
④５人
⑤１４人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①修学資金給付月額４０千円

②保育士等修学資金貸付　授
業料相当　月額５０千円以内
入学又は就職準備資金　４００
千円以内

③看護師等修学資金貸付　授
業料相当　保健師、助産師、看
護師等の養成施設に通う学生
月額４５千円以内　准看護師の
養成施設に通う学生　月額３４
千円以内　生活費相当月額　５
５千円以内　入学資金４００千
円以内

④育英資金貸付
月額６４千円以内（大学、短大）
/月額４０千円以内（高専・専
修）/月額１８千円以内（高校）
入学資金４００千円以内（高校
除く）

①修学資金給付月額４０千円

②保育士等修学資金貸付　授業料
相当　月額５０千円以内　入学又は
就職準備資金　４００千円以内

③看護師等修学資金貸付　授業料
相当　保健師、助産師、看護師等の
養成施設に通う学生　月額４５千円
以内　准看護師の養成施設に通う学
生　月額３４千円以内　生活費相当
月額　５５千円以内　入学資金４００
千円以内

④介護福祉士等修学資金貸付　授
業料相当　月額５０千円以内　生活
費相当　月額５５千円以内　入学資
金４００千円以内

⑤育英資金貸付
月額６４千円以内（大学、短大）/月
額４０千円以内（高専・専修）/月額１
８千円以内（高校）　入学資金４００
千円以内（高校除く）

①修学資金給付月額４０千円

②保育士等修学資金貸付　授業料
相当　月額５０千円以内　入学又は
就職準備資金　４００千円以内

③看護師等修学資金貸付　授業料
相当　保健師、助産師、看護師等の
養成施設に通う学生　月額４５千円
以内　准看護師の養成施設に通う学
生　月額３４千円以内　生活費相当
月額　５５千円以内　入学資金４００
千円以内

④介護福祉士等修学資金貸付　授
業料相当　月額５０千円以内　生活
費相当　月額５５千円以内　入学資
金４００千円以内

⑤育英資金貸付
月額６４千円以内（大学、短大）/月
額４０千円以内（高専・専修）/月額１
８千円以内（高校）　入学資金４００
千円以内（高校除く）

①修学資金給付月額４０千円

②保育士等修学資金貸付　授業料
相当　月額５０千円以内　入学又は
就職準備資金　４００千円以内

③看護師等修学資金貸付　授業料
相当　保健師、助産師、看護師等の
養成施設に通う学生　月額４５千円
以内　准看護師の養成施設に通う学
生　月額３４千円以内　生活費相当
月額　５５千円以内　入学資金４００
千円以内

④介護福祉士等修学資金貸付　授
業料相当　月額５０千円以内　生活
費相当　月額５５千円以内　入学資
金４００千円以内

⑤育英資金貸付
月額６４千円以内（大学、短大）/月
額４０千円以内（高専・専修）/月額１
８千円以内（高校）　入学資金４００
千円以内（高校除く）

①修学資金給付月額４０千円

②保育士等修学資金貸付　授業料
相当　月額５０千円以内　入学又は
就職準備資金　４００千円以内

③看護師等修学資金貸付　授業料
相当　保健師、助産師、看護師等の
養成施設に通う学生　月額４５千円
以内　准看護師の養成施設に通う学
生　月額３４千円以内　生活費相当
月額　５５千円以内　入学資金４００
千円以内

④介護福祉士等修学資金貸付　授
業料相当　月額５０千円以内　生活
費相当　月額５５千円以内　入学資
金４００千円以内

⑤育英資金貸付
月額６４千円以内（大学、短大）/月
額４０千円以内（高専・専修）/月額１
８千円以内（高校）　入学資金４００
千円以内（高校除く）

①修学資金給付月額４０千円

②保育士等修学資金貸付　授業料
相当　月額５０千円以内　入学又は
就職準備資金　４００千円以内

③看護師等修学資金貸付　授業料
相当　保健師、助産師、看護師等の
養成施設に通う学生　月額４５千円
以内　准看護師の養成施設に通う学
生　月額３４千円以内　生活費相当
月額　５５千円以内　入学資金４００
千円以内

④介護福祉士等修学資金貸付　授
業料相当　月額５０千円以内　生活
費相当　月額５５千円以内　入学資
金４００千円以内

⑤育英資金貸付
月額６４千円以内（大学、短大）/月
額４０千円以内（高専・専修）/月額１
８千円以内（高校）　入学資金４００
千円以内（高校除く）

みらい育成修学資金制度の各給付
又は貸付件数
①８人
②１６人
③１０６人
④１１人
⑤５６人

みらい育成修学資金制度の各給付
又は貸付件数
①１１人
②１５人
③９９人
④１５人
⑤６８人

みらい育成修学資金制度の各給付
又は貸付件数
①１１人
②１５人
③９９人
④１５人
⑤６８人

みらい育成修学資金制度の各給付
又は貸付件数
①１１人
②１５人
③９９人
④１５人
⑤６８人

実績
(見込)

①３人
②７人（入学資金の前払２人含
む）
③２６人（入学資金の前払４人
含む）
④８人

①３人
②３人
③２６人
④０人
⑤１０人

①８人
②１１人
③７０人
④７人
⑤４４人
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b
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針
【３-１】 地域と連携した登下校時の安全確保や安全な通学手段の確保

と、安全教育を推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

遠距離からの通学となる児童の通学手段を確保するため、スクールバスを運行する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 スクールバス運行事業
担当課 学校教育課 実施方法 委託

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 8,963 9,208 18,165 19,703 19,703 19,703

地方債

2,712

県支出金

一般財源 8,963 9,208 18,165 16,991 19,703 19,703

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

八沢小学校スクールバス運行
業務委託
運行台数　１台
対象者　鹿島区の旧南柚木分
校地域等の児童
対象人数　２７人（見込み）

八沢地区スクールバス運行
①八沢小学校への送迎（継続分）
　運行台数　１台
　対象者　鹿島区の旧南柚木分校地
域等の児童
　対象人数　１８人（見込み）
②鹿島小学校への送迎（八沢地区
～八沢小学校経由～鹿島小学校）
　運行台数　１台（①のバスを鹿島小
学校までルート延長）
　対象者　八沢地区から鹿島小学校
へ区域外就学する新１年生
　対象人数　７人（見込み）
③鹿島小学校への送迎（行事・振替
休日等の際の臨時運行）１５日分／
台

八沢小学校と鹿島小学校の統合に
伴うスクールバス運行
八沢小学校通学区域から鹿島小学
校への送迎
　運行台数　２台（①北屋形～鹿島
小学校　②永渡～鹿島小学校）
　対象者　八沢小学校通学区域から
鹿島小学校へ通学する児童
　対象人数　４４人（見込み）

八沢小学校と鹿島小学校の統合に
伴うスクールバス運行
旧八沢小学校通学区域から鹿島小
学校への送迎
　運行台数　２台（①北屋形～鹿島
小学校　②永渡～鹿島小学校）
　対象者　旧八沢小学校通学区域か
ら鹿島小学校へ通学する児童
　対象人数　３６人（見込み）

八沢小学校と鹿島小学校の統合に
伴うスクールバス運行
旧八沢小学校通学区域から鹿島小
学校への送迎
　運行台数　２台（①北屋形～鹿島
小学校　②永渡～鹿島小学校）
　対象者　旧八沢小学校通学区域か
ら鹿島小学校へ通学する児童
　対象人数　３６人（見込み）

八沢小学校と鹿島小学校の統合に
伴うスクールバス運行
旧八沢小学校通学区域から鹿島小
学校への送迎
　運行台数　２台（①北屋形～鹿島
小学校　②永渡～鹿島小学校）
　対象者　旧八沢小学校通学区域か
ら鹿島小学校へ通学する児童
　対象人数　３６人（見込み）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

運行台数　１台
運行日数　２０７日
対象人数　２７人

①八沢小学校への送迎（継続分）
　運行台数　１台
　運行日数　２０７日
　対象人数　１８人

②鹿島小学校への送迎
　運行台数　１台
　運行日数　２０７日
　対象人数　７人

運行台数　２台（①北屋形～鹿島小
学校　②永渡～鹿島小学校）
運行日数　２０５日
対象人数　４４人

運行台数　２台（①北屋形～鹿島小
学校　②永渡～鹿島小学校）
運行日数　２０２日
対象人数　３６人

運行台数　２台（①北屋形～鹿島小
学校　②永渡～鹿島小学校）
運行日数　２０２日
対象人数　３６人

運行台数　２台（①北屋形～鹿島小
学校　②永渡～鹿島小学校）
運行日数　２０２日
対象人数　３６人

実績
(見込)

運行台数　１台
運行日数　２０７日
利用人数　１９人

①八沢小学校への送迎（継続分）
　運行台数　１台
　運行日数　２０９日
　利用人数　１５人

②鹿島小学校への送迎
　運行台数　１台
　運行日数　２０９日
　利用人数　３人

①北屋形～鹿島小学校
　運行台数　１台
　運行日数　２０２日
　利用人数　２３人

②永渡～鹿島小学校
　運行台数　１台
　運行日数　２０２日
　利用人数　１７人
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針
【３-１】 地域と連携した登下校時の安全確保や安全な通学手段の確保

と、安全教育を推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

東日本大震災及び原子力災害による避難等によって、遠方からの通学を余儀なくされている児童生徒の通学手段を確保するため、送迎用臨時スクールバスを運行する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 臨時スクールバス等運行事業
担当課 学校教育課 実施方法 委託

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 67,402 65,516

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 67,402 65,516 72,653 93,697 93,697 93,697

地方債

72,653 93,697 93,697 93,697

県支出金

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

臨時スクールバス等運行
バス　１ルート
タクシー　３ルート

臨時スクールバス等運行業務委託
運行内容
　小高小学校及び小高中学校への
送迎等
運行台数
　バス　１台（小高区外から通学する
児童生徒用）
　タクシー　４台（小高区内から通学
する児童生徒用）

臨時スクールバス等運行業務委託
運行内容
　小高小学校及び小高中学校への
送迎等
運行台数
　バス　１台（小高区外から通学する
児童生徒用）
　タクシー　４台（小高区内から通学
する児童生徒用）

臨時スクールバス等運行業務委託
運行内容
　小高小学校及び小高中学校への
送迎等
運行台数
　バス　１台（小高区外から通学する
児童生徒用）
　タクシー　４台（小高区内から通学
する児童生徒用）

臨時スクールバス等運行業務委託
運行内容
　小高小学校及び小高中学校への
送迎等
運行台数
　バス　１台（小高区外から通学する
児童生徒用）
　タクシー　４台（小高区内から通学
する児童生徒用）

臨時スクールバス等運行業務委託
運行内容
　小高小学校及び小高中学校への
送迎等
運行台数
　バス　１台（小高区外から通学する
児童生徒用）
　タクシー　４台（小高区内から通学
する児童生徒用）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

バス　１ルート
タクシー　３ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート

実績
(見込)

バス　１ルート
タクシー　３ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート

バス　１ルート
タクシー　４ルート
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針
【３-１】 地域と連携した登下校時の安全確保や安全な通学手段の確保

と、安全教育を推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

保護者の負担軽減を図るため、遠距離通学児童の保護者に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 遠距離通学費補助金（小学生）
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,247 1,204 2,135 2,398 2,398 2,398

地方債

県支出金

一般財源 1,247 1,204 2,135 2,398 2,398 2,398

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

対象者
小学１年生から６年生までの通
学距離が片道４㎞以上の児童
見込人数　８５人

対象者
小学１年生から６年生の通学距離が
片道４㎞以上の児童等
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための利
用券購入額
　（通学区分）その他の場合
　月額８００円
見込人数　８０人

対象者
小学１年生から６年生までの通学距
離が片道４㎞以上の児童
特別支援学級に在籍する児童・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる児
童。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための
利用券購入額
　（通学区分）その他の場合
　月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　１８５人

対象者
小学１年生から６年生までの通学距
離が片道４㎞以上の児童
特別支援学級に在籍する児童・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる児
童。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための
利用券購入額
　（通学区分）その他の場合
　月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　２０１人

対象者
小学１年生から６年生までの通学距
離が片道４㎞以上の児童
特別支援学級に在籍する児童・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる児
童。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための
利用券購入額
　（通学区分）その他の場合
　月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　２０１人

対象者
小学１年生から６年生までの通学距
離が片道４㎞以上の児童
特別支援学級に在籍する児童・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる児
童。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための
利用券購入額
　（通学区分）その他の場合
　月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　２０１人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

交付人数　８５人 交付人数　８０人 交付人数　１８５人 交付人数　２０１人 交付人数　２０１人 交付人数　２０１人

実績
(見込)

交付人数　７３人 交付人数　７１人 交付人数　１４１人
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針
【３-１】 地域と連携した登下校時の安全確保や安全な通学手段の確保

と、安全教育を推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

事業期間 令和 6 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

保護者の負担軽減を図るため、遠距離通学生徒の保護者に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 遠距離通学費補助金（中学生）
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 792 1,196 1,196 1,196

地方債

県支出金

一般財源 0 0 792 1,196 1,196 1,196

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

対象者
１年生から３年生までの通学距離が
片道６㎞以上の生徒。
特別支援学級に在籍する生徒・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる生
徒。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための利
用券購入額
　（通学区分）その他の場合
月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　５０人

対象者
１年生から３年生までの通学距離が
片道６㎞以上の生徒。
特別支援学級に在籍する生徒・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる生
徒。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための利
用券購入額
　（通学区分）その他の場合
月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　５０人

対象者
１年生から３年生までの通学距離が
片道６㎞以上の生徒。
特別支援学級に在籍する生徒・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる生
徒。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための利
用券購入額
　（通学区分）その他の場合
月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　５０人

対象者
１年生から３年生までの通学距離が
片道６㎞以上の生徒。
特別支援学級に在籍する生徒・肢体
不自由等の理由により徒歩、自転車
による通学が困難と認められる生
徒。
補助額
　（通学区分）一般乗合旅客自動車
を利用している場合
　定期乗車券又は通学のための利
用券購入額
　（通学区分）その他の場合
月額８００円（年額８，０００円まで）
見込人数　５０人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

交付人数　５０人 交付人数　５０人 交付人数　５０人 交付人数　５０人

実績
(見込)

交付人数　１４人
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a

b

c

a

b

c

d

e
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避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校２回

避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校３回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

○交通安全教室の実施
　・正しい道路の歩き方や自転
車の乗り方（標識や表示の理
解）の指導。
　・危険予測や回避の方法の
指導。
〇避難訓練の実施
○防災担当者を中心とした校
内研修の実施
○通学路安全点検の実施

○交通安全教室の実施
　・正しい道路の歩き方や自転車の
乗り方（標識や表示の理解）の指
導。
　・危険予測や回避の方法の指導。
〇避難訓練の実施
○防災担当者を中心とした校内研修
の実施
○通学路安全点検の実施

○交通安全教室の実施
　・正しい道路の歩き方や自転車の
乗り方（標識や表示の理解）の指
導。
　・危険予測や回避の方法の指導。
〇避難訓練の実施
○防災担当者を中心とした校内研修
の実施
○通学路安全点検の実施

○交通安全教室の実施
　・正しい道路の歩き方や自転車の
乗り方（標識や表示の理解）の指
導。
　・危険予測や回避の方法の指導。
〇避難訓練の実施
○防災担当者を中心とした校内研修
の実施
○通学路安全点検の実施

○交通安全教室の実施
　・正しい道路の歩き方や自転車の
乗り方（標識や表示の理解）の指
導。
　・危険予測や回避の方法の指導。
〇避難訓練の実施
○防災担当者を中心とした校内研修
の実施
○通学路安全点検の実施

○交通安全教室の実施
　・正しい道路の歩き方や自転車の
乗り方（標識や表示の理解）の指
導。
　・危険予測や回避の方法の指導。
〇避難訓練の実施
○防災担当者を中心とした校内研修
の実施
○通学路安全点検の実施

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

避難訓練及び交通安全教室の
実施
　各校２回

避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校２回

避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校２回

避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校２回

避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校２回

避難訓練及び交通安全教室の実施
　各校２回

実績
(見込)

避難訓練及び交通安全教室の
実施
　各校２回

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 元 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

日常の学校生活等での安全に関する指導など、地域の関係団体の協力を得ながら学校の教育活動全体を通じて、安全教育の推進を図る。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 防災安全教育推進事業
担当課 学校教育課 実施方法 その他

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針
【３-１】 地域と連携した登下校時の安全確保や安全な通学手段の確保

と、安全教育を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

全て完了 全て完了

令和８年度の計画 令和９年度の計画

上真野小：放送設備更新業務
委託
小学校遊具更新事業
原三小：屋内運動場照明改修
工事
原二小：給食調理室空調設置
工事
小高小：グラウンドフェンス改修
工事
小高小：給食調理室空調設置
工事
上真野小：グラウンドフェンス設
置工事

小高小：防災監視盤受信機更新業
務委託
原二小：放送設備更新業務委託
大甕小：排水路整備工事
鹿島小：校舎屋上防水改修工事
石二小：電話設備等更新業務委託
原一小：グラウンド排水改良工事
鹿島小：遊具更新工事
小高小：荷物専用昇降機改修業務
委託

鹿島小：地上式浄化槽撤去工事
鹿島小・太田小：電話設備更新業務
委託
石二小：通級教室床改修業務委託
原一小：エレベーター修繕業務委託
原三小：プールろ過機自動化改修業
務委託

石一小：屋内運動場屋根防水改修
工事
小高小：体育館等改修工事

石二小：浄化槽更新工事
原二小電気設備改修工事
原三小：電気設備改修工事
高平小：給排水設備改修工事
その他、各種点検結果を受けた不具
合個所の点検等

大甕小：排水設備改修工事
鹿島小：エレベーター改修工事
原一小：給食調理室改修工事
原三小：給食調理室改修工事
その他、各種点検結果を受けた不具
合個所の点検等

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

上真野小：放送設備更新業務
委託
小学校遊具更新事業
原三小：屋内運動場照明改修
工事
原二小：給食調理室空調設置
工事
小高小：グラウンドフェンス改修
工事
小高小：給食調理室空調設置
工事
上真野小：グラウンドフェンス設
置工事

小高小：防災監視盤受信機更新業
務委託
原二小：放送設備更新業務委託
大甕小：排水路整備工事
鹿島小：校舎屋上防水改修工事
石二小：電話設備等更新業務委託
原一小：グラウンド排水改良工事
鹿島小：遊具更新工事
小高小：荷物専用昇降機改修業務
委託

鹿島小：地上式浄化槽撤去工事
鹿島小・太田小：電話設備更新業務
委託
石二小：通級教室床改修業務委託
原一小：エレベーター修繕業務委託
原三小：プールろ過機自動化改修業
務委託

石一小：屋内運動場屋根防水改修
工事
小高小：体育館等改修工事

石二小：浄化槽更新工事
原二小電気設備改修工事
原三小：電気設備改修工事
高平小：給排水設備改修工事
その他、各種点検結果を受けた不具
合個所の点検等

大甕小：排水設備改修工事
鹿島小：エレベーター改修工事
原一小：給食調理室改修工事
原三小：給食調理室改修工事
その他、各種点検結果を受けた不具
合個所の点検等

実績
(見込)

全て完了

一般財源 34,194 0 0 0 60,000 5,000

その他 33,376 15,402 23,969

地方債 5,800

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 34,194 39,176 15,402 23,969 60,000 5,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

小学校の教育環境の改善と安全性を確保するため、教育施設の維持修繕を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 小学校施設営繕事業
担当課 教育総務課 実施方法 直営

63.0% 64.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 61.0% 62.0%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-２】 学校施設の安全で快適な環境整備・改善に取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 新規

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-２】 学校施設の安全で快適な環境整備・改善に取り組みます。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

63.0% 64.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 61.0% 62.0%

事業期間 令和 7 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

子どもたちの学習・生活の場であるとともに、災害時には避難所として活用される学校体育館については、近年の地球温暖化による夏季の酷暑により、空調設備がない学校体育館は
高温になりやすく熱中症のリスクが懸念される。
また、大規模災害時には避難生活が長期化する傾向にあることから、避難所として活用される学校体育館の機能を強化し、耐災害性の向上を図るため、学校体育館への空調設備の
整備を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 中学校屋内運動場空調設備整備事業
担当課 教育総務課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 16,757

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他 16,757

令和８年度の計画 令和９年度の計画

原二中屋内運動場空調設置実施設
計業務委託
小高中屋内運動場空調設置実施設
計業務委託

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

原二中屋内運動場空調設置実施設
計業務委託
小高中屋内運動場空調設置実施設
計業務委託

実績
(見込)
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

各学校年３回程度 各学校年３回程度

令和８年度の計画 令和９年度の計画

学校評議員会の開催
（各学校年３回）

学校評議員会の開催
（各学校年３回程度）

学校評議員会の開催
（各学校年３回程度）

学校評議員会の開催
（各学校年３回程度）

学校評議員会の開催
（各学校年３回程度）

学校評議員会の開催
（各学校年３回程度）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学校評議員会の開催
各学校年３回程度

学校評議員会の開催
各学校年３回程度

学校評議員会の開催
各学校年３回程度

学校評議員会の開催
各学校年３回程度

学校評議員会の開催
各学校年３回程度

学校評議員会の開催
各学校年３回程度

実績
(見込)

各学校年３回程度

一般財源 435 425 405 425 425 425

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 435 425 405 425 425 425
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

保護者や地域住民の意向を反映するとともに、ふくしま教育週間を活用するなどして開かれた学校づくりを進めるため、各小中学校に学校評議員を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 開かれた学校づくり事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-３】 学校・地域・保護者が一体となった学校づくりを推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-３】 学校・地域・保護者が一体となった学校づくりを推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

事業期間 令和 4 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

地域における教育力の低下や家庭の孤立、学校を取り巻く問題の複雑化等の課題を解決するため、地域と学校がパートナーとして「連携・協働」し、地域ぐるみで子どもを育み、地域社
会の活性化を図るため、勉強や文化活動、地域住民との交流活動等のプログラムを実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 地域学校協働活動事業【再掲】
担当課 生涯学習課 実施方法 補助金

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,439 1,828 3,279 6,920 6,920 6,920

6,300

地方債

県支出金 1,234 1,684 3,058 6,300 6,300

一般財源 195 107 165 620 620 620

その他 10 37 56

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・対　　象：各小学校の児童（小
高区：小高小、鹿島区：上真野
小、原町区：高平小）
・実施場所：各小学校、生涯学
習センターほか
・実施事業：放課後子ども教
室、学習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（小高
区：小高小、鹿島区：上真野小、原町
区：高平小、大甕小、太田小、石神
一小）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（小高
区：小高小、鹿島区：上真野小、原町
区：高平小、大甕小、太田小、石神
一小、原町一小、原町二小、原町三
小）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（市内全
小学校）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（市内全
小学校）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（市内全
小学校）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

教室・事業等の実施　１５回
協働本部会議等の開催　１０回

教室・事業等の実施　２０回
協働本部会議等の開催　１５回

教室・事業等の実施　４０回
協働本部会議等の開催　２３回

教室・事業等の実施　７０回
協働本部会議等の開催　３０回

教室・事業等の実施　７０回
協働本部会議等の開催　３０回

教室・事業等の実施　７０回
協働本部会議等の開催　３０回

実績
(見込)

教室・事業等の実施　４２回
協働本部会議等の開催　１１回

教室・事業等の実施　６３回
協働本部会議等の開催　１８回

教室・事業等の実施　６８回
協働本部会議等の開催　２５回
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b

c

a

b

c
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２０５回 ２０５回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇給食食材検査員（事前検査）
の配置６人

〇事後検査（丸ごと検査）
　実施回数　２０５回

〇給食食材検査員（事前検査）の配
置５人

〇事後検査（丸ごと検査）
　実施回数　１９２回

〇給食食材検査員（事前検査）の配
置５人

〇事後検査（丸ごと検査）
　実施回数　１９２回

〇給食食材検査員（事前検査）の配
置５人

〇事後検査（丸ごと検査）
　実施回数　１９２回

〇給食食材検査員（事前検査）の配
置５人

〇事後検査（丸ごと検査）
　実施回数　１９２回

〇給食食材検査員（事前検査）の配
置５人

〇事後検査（丸ごと検査）
　実施回数　１９２回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

検査員の配置　６人
事後検査（丸ごと検査）実施回
数　１９２回

検査員の配置　５人
事後検査（丸ごと検査）実施回数
１９２回

検査員の配置　５人
事後検査（丸ごと検査）実施回数
１９２回

検査員の配置　５人
事後検査（丸ごと検査）実施回数
１９２回

検査員の配置　５人
事後検査（丸ごと検査）実施回数
１９２回

検査員の配置　５人
事後検査（丸ごと検査）実施回数
１９２回

実績
(見込)

２０５回

一般財源 14,806 12,992 21,642 20,350 20,350 20,350

その他 374 380 366

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 15,180 13,372 22,008 20,350 20,350 20,350
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

学校給食のより一層の安全安心を確保するため、使用する給食食材を対象に事前検査及び提供した給食の事後検査（丸ごと検査）を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校給食検査体制整備事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-４】 安全・安心な学校給食の安定的な提供体制を整備します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

　

２，８２２人 ２，８４３人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇補助対象　 小中学校児童生
徒の保護者
〇事業費  １７７，６７６千円
〇補助率  １０/１０

〇補助対象　 小中学校児童生徒の
保護者
〇事業費  １９０，５６１ 千円
〇補助率  １０／１０

〇補助対象　 小中学校児童生徒の
保護者
〇事業費  １８６，２７９千円
〇補助率  １０／１０

〇補助対象　 小中学校児童生徒の
保護者
〇事業費  １９３，８６５千円
〇補助率  １０／１０

〇補助対象　 小中学校児童生徒の
保護者
〇事業費  １９３，８６５千円
〇補助率  １０／１０

〇補助対象　 小中学校児童生徒の
保護者
〇事業費  １９３，８６５千円
〇補助率  １０／１０

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数(対象者数)
２，９８２人

補助金交付件数(対象者数)
２，８９７人

補助金交付件数(対象者数)
２，７４９人

補助金交付件数(対象者数)
２，８４６人

補助金交付件数(対象者数)
２，８４６人

補助金交付件数(対象者数)
２，８４６人

実績
(見込)

２，８２４人

193,865

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他 14,006 66,490 182,477 193,865 193,865

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 177,677 181,653 182,477 193,865 193,865 193,865
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 163,671 115,163

事業期間 令和 4 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市立小中学校に在籍する児童生徒の保護者に対し、給食費にかかる保護者の負担を軽減するため、学校給食費相当額の補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校給食費無償化事業補助金
担当課 学校教育課 実施方法 補助金

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-４】 安全・安心な学校給食の安定的な提供体制を整備します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

小学校１８２回程度
中学校１７４回程度

小学校１７８回程度
中学校１７３回程度

令和８年度の計画 令和９年度の計画

〇学校給食の提供
　　　小学校１８０回程度
　　　中学校１７０回程度
　
〇地産地消の推進

〇学校給食の提供
　　　小学校１８０回程度
　　　中学校１７０回程度
　
〇地産地消の推進

〇学校給食の提供
　　　小学校１８０回程度
　　　中学校１７０回程度
　
〇地産地消の推進

〇学校給食の提供
　　　小学校１８０回程度
　　　中学校１７０回程度
　
〇地産地消の推進

〇学校給食の提供
　　　小学校１８０回程度
　　　中学校１７０回程度
　
〇地産地消の推進

〇学校給食の提供
　　　小学校１８０回程度
　　　中学校１７０回程度
　
〇地産地消の推進

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学校給食の提供 学校給食の提供 学校給食の提供 学校給食の提供 学校給食の提供 学校給食の提供

実績
(見込)

小学校１８０回程度
中学校１７０回程度

270,267

一般財源 107,389 122,657 135,173 164,151 164,151 164,151

その他 248,126 256,844 271,861 270,267 270,267

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 355,515 379,501 407,034 434,418 434,418 434,418
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

バランスの取れた食事を提供することにより正しい食習慣の形成を図るとともに、教師と食事を共にすることにより、好ましい人間関係の育成に資する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 魅力ある学校給食の提供
担当課 学校教育課 実施方法 直営

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-４】 安全・安心な学校給食の安定的な提供体制を整備します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【３】 教育環境の整備

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策 教育環境の整備 取組方針 【３-４】 安全・安心な学校給食の安定的な提供体制を整備します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

学校に行くのが楽しいと回答する児童生徒
の割合（小５、中２）

小５　95.0%
中２　79.0%

小５　95.2
中２　80.5

小５　95.5
中２　82.0

小５　95.7
中２　83.5

小５　96.0%
中２　85.0%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

62.0% 63.0%

学校給食における市産品の使用率 40.7% 43.0% 45.3% 47.6% 50.0%

小中学校の施設・設備の整備について「満
足」「やや満足」と回答する保護者の割合

59.0% 60.0% 61.0%

事業期間 令和 6 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

子育て世代の経済的負担を軽減し、児童生徒の心身の健やかな成長を推進するとともに教育環境の充実に資するため、市立小中学校に在籍し、食物アレルギーにより学校給食の提
供を受けることができず、弁当や代替のおかず等を持参するなど、各家庭により食物アレルギーに対応している児童生徒の保護者に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校給食食物アレルギー対応補助金
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 263 647 647 647

地方債

県支出金

一般財源 0 0 263 647 647 647

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

対象者
　食物アレルギーにより給食の全部
又は一部を喫食できない児童生徒
の保護者
対象経費
　学校給食費相当額
補助率
　①１０／１０（給食を全部喫食でき
ない児童生徒）
　②１／２　　（給食の一部を喫食で
きない児童生徒）
対象人数
　①延べ１人
　②延べ３１人

対象者
　食物アレルギーにより給食の全部
又は一部を喫食できない児童生徒
の保護者
対象経費
　学校給食費相当額
補助率
　①１０／１０（給食を全部喫食でき
ない児童生徒）
　②１／２　　（給食の一部を喫食で
きない児童生徒）
対象人数
　 ① ３人
 　②３６人

対象者
　食物アレルギーにより給食の全部
又は一部を喫食できない児童生徒
の保護者
対象経費
　学校給食費相当額
補助率
　①１０／１０（給食を全部喫食でき
ない児童生徒）
　②１／２　　（給食の一部を喫食で
きない児童生徒）
対象人数
　 ① ３人
 　②３６人

対象者
　食物アレルギーにより給食の全部
又は一部を喫食できない児童生徒
の保護者
対象経費
　学校給食費相当額
補助率
　①１０／１０（給食を全部喫食でき
ない児童生徒）
　②１／２　　（給食の一部を喫食で
きない児童生徒）
対象人数
　 ① ３人
 　②３６人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助対象件数
 ① １人
 ②３１人

補助対象件数
 ① ３人
 ②３６人

補助対象件数
 ① ３人
 ②３６人

補助対象件数
 ① ３人
 ②３６人

実績
(見込)

補助対象件数
 ① ２人
 ②３４人
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

①　２回
②　３回程度
③　２回

①　２回
②　３回程度
③　３回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①市いじめ問題対策連絡協議
会の開催 　２回
②学校いじめ問題対策連絡協
議会の開催 （各学校３回程度）
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年
２回）　全学年

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 　２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 （各学校３回程度）
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年２回）
全学年

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 　２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 （各学校３回程度）
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年２回）
全学年

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 　２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 （各学校３回程度）
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年２回）
全学年

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 　２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 （各学校３回程度）
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年２回）
全学年

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 　２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 （各学校３回程度）
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年２回）
全学年

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①市いじめ問題対策連絡協議
会の開催 ２回
②学校いじめ問題対策連絡協
議会の開催 ３回
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施 ２
回

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 ２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 ３回
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施 ２回

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 ２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 ３回
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施 ２回

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 ２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 ３回
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施 ２回

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 ２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 ３回
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施 ２回

①市いじめ問題対策連絡協議会の
開催 ２回
②学校いじめ問題対策連絡協議会
の開催 ３回
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施 ２回

実績
(見込)

①　２回
②　３回
③　２回

一般財源 3,294 3,260 3,428 3,498 3,498 3,498

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 3,294 3,260 3,428 3,498 3,498 3,498
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

次世代を担う子どもたちが健やかに成長することができる環境を構築するため、保護者や関係機関等と連携し、いじめの未然防止と早期解決に向けて取り組む。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 いじめ問題対策事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　76.8
中２　62.7

小５　80.0%
中２　65.0%

学級生活に満足している児童生徒の割合
小５　68.1%
中２　55.2%

小５　71.0
中２　57.7

小５　73.9
中２　60.2

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

不登校児童・生徒の割合
小　0.68%
中　3.49%

小　0.67％
中　3.19％

小　0.66％
中　2.89％

小　0.65％
中　2.59％

小　0.65%
中　2.30%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策
児童・生徒の状況に応じた支援の

充実
取組方針 【４-１】 不登校・いじめ未然防止へ積極的に対応します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【４】 児童・生徒の状況に応じた支援の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

①３か所
②１０回

①３か所
②１０回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①適応指導教室の運営
　小高区：紅梅教室
　鹿島区：さくら教室
　原町区：やすらぎ広場

②臨床心理士による児童生
徒、教員及び保護者への面接
指導

③教育指導員の配置
　３人

①適応指導教室の運営
　小高区：紅梅教室
　鹿島区：さくら教室
　原町区：やすらぎ広場

②臨床心理士による児童生徒、教員
及び保護者への面接指導

③教育指導員の配置
　３人

①適応指導教室の運営
　小高区：紅梅教室
　鹿島区：さくら教室
　原町区：やすらぎ広場

②臨床心理士による児童生徒、教員
及び保護者への面接指導

③教育指導員の配置
　３人

①適応指導教室の運営
　小高区：紅梅教室
　鹿島区：さくら教室
　原町区：やすらぎ広場

②臨床心理士による児童生徒、教員
及び保護者への面接指導

③教育指導員の配置
　３人

①適応指導教室の運営
　小高区：紅梅教室
　鹿島区：さくら教室
　原町区：やすらぎ広場

②臨床心理士による児童生徒、教員
及び保護者への面接指導

③教育指導員の配置
　３人

①適応指導教室の運営
　小高区：紅梅教室
　鹿島区：さくら教室
　原町区：やすらぎ広場

②臨床心理士による児童生徒、教員
及び保護者への面接指導

③教育指導員の配置
　３人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①適応指導教室の運営
３か所
②臨床心理士による面接指導
実施回数　１０回

①適応指導教室の運営
３か所
②臨床心理士による面接指導実施
回数　１０回

①適応指導教室の運営
３か所
②臨床心理士による面接指導実施
回数　１０回

①適応指導教室の運営
３か所
②臨床心理士による面接指導実施
回数　１０回

①適応指導教室の運営
３か所
②臨床心理士による面接指導実施
回数　１０回

①適応指導教室の運営
３か所
②臨床心理士による面接指導実施
回数　１０回

実績
(見込)

①３か所
②１０回

一般財源 564 582 628 583 583 583

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 564 582 628 583 583 583
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

不登校状態にある児童生徒に生活及び学習指導等を行い、生活リズムの改善と自立心・社会性を養い、学校生活に復帰できるように支援する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校不適応対策事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　76.8
中２　62.7

小５　80.0%
中２　65.0%

学級生活に満足している児童生徒の割合
小５　68.1%
中２　55.2%

小５　71.0
中２　57.7

小５　73.9
中２　60.2

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

不登校児童・生徒の割合
小　0.68%
中　3.49%

小　0.67％
中　3.19％

小　0.66％
中　2.89％

小　0.65％
中　2.59％

小　0.65%
中　2.30%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策
児童・生徒の状況に応じた支援の

充実
取組方針 【４-１】 不登校・いじめ未然防止へ積極的に対応します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【４】 児童・生徒の状況に応じた支援の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

①２４３回
②　　３回

①２４６回
②　　３回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

①カウンセラー等の派遣
　派遣回数　２４３回
　派遣学校　小学校２校、中学
校６校
②学校長や養護教諭との情報
交換
③派遣カウンセラー及び養護
教諭との事例検討会
④専門研修会（特別支援教育
研修、生徒指導研修） ３回

①カウンセラー等の派遣
　派遣回数　２４３回
　派遣学校　小学校２校、中学校６校
②学校長や養護教諭との情報交換
③派遣カウンセラー及び養護教諭と
の事例検討会
④専門研修会（特別支援教育研修、
生徒指導研修） ３回

①カウンセラー等の派遣
　派遣回数　２２１回
　派遣学校　小学校２校、中学校６校
②学校長や養護教諭との情報交換
③派遣カウンセラー及び養護教諭と
の事例検討会
④専門研修会（特別支援教育研修、
生徒指導研修） ３回

①カウンセラー等の派遣
　派遣回数　２４６回
　派遣学校　小学校２校、中学校６校
②学校長や養護教諭との情報交換
③派遣カウンセラー及び養護教諭と
の事例検討会
④専門研修会（特別支援教育研修、
生徒指導研修、養護教諭研修） ３回

①カウンセラー等の派遣
　派遣回数　２４６回
　派遣学校　小学校２校、中学校６校
②学校長や養護教諭との情報交換
③派遣カウンセラー及び養護教諭と
の事例検討会
④専門研修会（特別支援教育研修、
生徒指導研修、養護教諭研修） ３回

①カウンセラー等の派遣
　派遣回数　２４６回
　派遣学校　小学校２校、中学校６校
②学校長や養護教諭との情報交換
③派遣カウンセラー及び養護教諭と
の事例検討会
④専門研修会（特別支援教育研修、
生徒指導研修、養護教諭研修） ３回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

①スクールカウンセラーの派遣
回数 ２１９回
②専門研修会の開催回数
３回

①スクールカウンセラーの派遣回数
２４３回
②専門研修会の開催回数
３回

①スクールカウンセラーの派遣回数
２２１回
②専門研修会の開催回数
３回

①スクールカウンセラーの派遣回数
２４６回
②専門研修会の開催回数
３回

①スクールカウンセラーの派遣回数
２４６回
②専門研修会の開催回数
３回

①スクールカウンセラーの派遣回数
２４６回
②専門研修会の開催回数
３回

実績
(見込)

①２１９回
②　　３回

一般財源 0 847 0 0 0 0

その他

16,526

地方債

県支出金 16,895 16,407 16,526 16,526 16,526

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 16,895 17,254 16,526 16,526 16,526 16,526
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

子どもたちが健やかに成長できるよう、専門的な支援や対応ができる教育相談体制を整備するため、スクールカウンセラー等を定期的に小中学校へ派遣し、カウンセリングを通して児
童生徒の心のケアを行う。
また、教職員や保護者に対し、指導助言等のメンタルケアを行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 スクールカウンセラー等派遣事業
担当課 学校教育課 実施方法 委託

小５　76.8
中２　62.7

小５　80.0%
中２　65.0%

学級生活に満足している児童生徒の割合
小５　68.1%
中２　55.2%

小５　71.0
中２　57.7

小５　73.9
中２　60.2

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

不登校児童・生徒の割合
小　0.68%
中　3.49%

小　0.67％
中　3.19％

小　0.66％
中　2.89％

小　0.65％
中　2.59％

小　0.65%
中　2.30%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策
児童・生徒の状況に応じた支援の

充実
取組方針

【４-２】 震災と原発事故の影響による家庭環境等の問題を抱える児童
生徒への心のケア等に積極的に対応します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【４】 児童・生徒の状況に応じた支援の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

１３人 １４人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

介助員の配置　１０人 介助員の配置　１３人 介助員の配置　１４人 介助員の配置　１４人 介助員の配置　１４人 介助員の配置　１４人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

介助員の配置　１０人 介助員の配置　１３人 介助員の配置　１４人 介助員の配置　１４人 介助員の配置　１４人 介助員の配置　１４人

実績
(見込)

１０人

一般財源 26,917 36,571 54,600 56,360 56,360 56,360

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 26,917 36,571 54,600 56,360 56,360 56,360
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

心身に障害のある児童生徒が小中学校に就学する場合の当該児童生徒の適正な学習環境の確保を図るため、必要に応じて介助員を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 介助員配置事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　76.8
中２　62.7

小５　80.0%
中２　65.0%

学級生活に満足している児童生徒の割合
小５　68.1%
中２　55.2%

小５　71.0
中２　57.7

小５　73.9
中２　60.2

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

不登校児童・生徒の割合
小　0.68%
中　3.49%

小　0.67％
中　3.19％

小　0.66％
中　2.89％

小　0.65％
中　2.59％

小　0.65%
中　2.30%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策
児童・生徒の状況に応じた支援の

充実
取組方針 【４-３】 一人ひとりの状況に応じた就学・学習支援を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【４】 児童・生徒の状況に応じた支援の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

３０人 ３２人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

学習支援員の配置　２８人 学習支援員の配置　３０人 学習支援員の配置　３２人 学習支援員の配置　３２人 学習支援員の配置　３４人 学習支援員の配置　３６人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学習支援員の配置　２９人 学習支援員の配置　３０人 学習支援員の配置　３２人 学習支援員の配置　３２人 学習支援員の配置　３４人 学習支援員の配置　３６人

実績
(見込)

２８人

一般財源 85,580 109,850 137,621 132,072 140,326 148,582

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 85,580 109,850 137,621 132,072 140,326 148,582
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

きめ細やかな指導の充実を図るため、小中学校に学習支援員を配置する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学習支援員配置事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

小５　76.8
中２　62.7

小５　80.0%
中２　65.0%

学級生活に満足している児童生徒の割合
小５　68.1%
中２　55.2%

小５　71.0
中２　57.7

小５　73.9
中２　60.2

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

不登校児童・生徒の割合
小　0.68%
中　3.49%

小　0.67％
中　3.19％

小　0.66％
中　2.89％

小　0.65％
中　2.59％

小　0.65%
中　2.30%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策
児童・生徒の状況に応じた支援の

充実
取組方針 【４-３】 一人ひとりの状況に応じた就学・学習支援を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【４】 児童・生徒の状況に応じた支援の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （１）学校教育 施策 【４】 児童・生徒の状況に応じた支援の充実

教育振興基本計画

分野 学校教育 施策
児童・生徒の状況に応じた支援の

充実
取組方針 【４-３】 一人ひとりの状況に応じた就学・学習支援を推進します。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

不登校児童・生徒の割合
小　0.68%
中　3.49%

小　0.67％
中　3.19％

小　0.66％
中　2.89％

小　0.65％
中　2.59％

小　0.65%
中　2.30%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　76.8
中２　62.7

小５　80.0%
中２　65.0%

学級生活に満足している児童生徒の割合
小５　68.1%
中２　55.2%

小５　71.0
中２　57.7

小５　73.9
中２　60.2

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

特別な支援を要する児童生徒及びその疑いのある児童生徒の教育支援について、特別支援教育に関して専門的な知識と経験を有する者を委嘱し、助言等を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 教育支援アドバイザー配置事業
担当課 学校教育課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,215 2,385 2,385 2,385 2,385 2,385

地方債

県支出金

一般財源 1,215 2,385 2,385 2,385 2,385 2,385

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

○就学指導アドバイザーの配
置　２人
○配置場所
　学校教育支援センター

○就学指導アドバイザーの配置
　３人
○配置場所
　学校教育支援センター

○就学指導アドバイザーの配置
　３人
○配置場所
　学校教育支援センター

○教育支援アドバイザーの配置
　３人
○配置場所
　学校教育支援センター

○教育支援アドバイザーの配置
　３人
○配置場所
　学校教育支援センター

○教育支援アドバイザーの配置
　　３人
○配置場所
　学校教育支援センター

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

就学指導アドバイザーの配置
人数　２人

就学指導アドバイザーの配置人数
３人

就学指導アドバイザーの配置人数
３人

教育支援アドバイザーの配置人数
３人

教育支援アドバイザーの配置人数
３人

教育支援アドバイザーの配置人数
３人

実績
(見込)

２人 ３人 ３人
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

事業主体
　南相馬市生涯学習講演会
　実行委員会
補助率　　 定額
補助上限　８００千円

事業主体
　南相馬市生涯学習講演会
　実行委員会
補助率　　 定額
補助上限　８００千円

事業主体
　南相馬市生涯学習講演会
　実行委員会
補助率　　 定額
補助上限　８００千円

事業主体
　南相馬市生涯学習講演会
　実行委員会
補助率　　 定額
補助上限　８００千円

事業主体
　南相馬市生涯学習講演会
　実行委員会
補助率　　 定額
補助上限　８００千円

事業主体
　南相馬市生涯学習講演会
　実行委員会
補助率　　 定額
補助上限　８００千円

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件

実績
(見込)

補助金交付件数　１件

一般財源 800 800 800 800 800 800

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 800 800 800 800 800 800
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

地域の中で、人としての優しさや豊かさ、幸せに生きることの大切さを考える機会を提供するため、市民が広く参加できる講演会を開催する実行委員会に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 生涯学習講演会開催事業補助金
担当課 生涯学習課 実施方法 補助金

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

講座実施回数　７件
・相馬農業高等学校　３件
・小高産業技術高等学校　２件
・原町高等学校　２件

講座実施回数　４件
・相馬農業高等学校　３件
・小高産業技術高等学校　１件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

市内の県立高等学校との連携
による各種講座の実施
１相馬農業高等学校
開催時期６月～１２月／年３回
２小高産業技術高等学校
開催時期８月～１２月／年４回
３原町高等学校
開催時期６月～１２月／年３回

市内の県立高等学校との連携によ
る各種講座の実施
１相馬農業高等学校
開催時期６月～１２月／年３回
２小高産業技術高等学校
開催時期８月～１２月／年４回
３原町高等学校
開催時期６月～１２月／年２回

市内の県立高等学校との連携によ
る各種講座の実施
１相馬農業高等学校
開催時期６月～１２月／年３回
２小高産業技術高等学校
開催時期８月～１２月／年1回

市内の県立高等学校との連携によ
る各種講座の実施
相馬農業高等学校
開催時期６月～１２月／年３回

市内の県立高等学校との連携によ
る各種講座の実施
相馬農業高等学校
開催時期６月～１２月／年３回

市内の県立高等学校との連携によ
る各種講座の実施
相馬農業高等学校
開催時期６月～１２月／年３回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

講座実施回数　７件 講座実施回数　９件 講座実施回数　６件 講座実施回数　３件 講座実施回数　３件 講座実施回数　３件

実績
(見込)

講座実施回数　９件
・相馬農業高等学校　３件
・小高産業技術高等学校　４件
・原町高等学校　２件

一般財源 343 301 209 158 158 158

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 343 301 209 158 158 158
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

趣味や知識を深め技術の習得を図るため、市内高等学校の専門的な教育機能を市民に開放し、各種講座を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 高等学校開放講座事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

施設利用者の安全性を確保し、円滑な施設運営を行うため、施設の維持管理に必要な修繕等を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 生涯学習センター施設営繕事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 22,280 48,892 4,488 27,786 27,786 27,786

地方債

県支出金

一般財源 0 27,995 0 0 27,786 27,786

その他 22,280 20,897 4,488 27,786

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１．市内生涯学習センターの施
設整備工事
（１）高平生涯学習センター合
併浄化槽設置工事
（２）原町生涯学習センター空
調機設置工事（繰越事業）

１．市内生涯学習センターの施設整
備工事
（１）太田生涯学習センター学習セン
ター合併浄化槽設置工事

１．市内生涯学習センターの施設整
備工事
（１）高平生涯学習センター和室空調
機修繕工事

１．市内生涯学習センターの施設整
備工事
（１）石神生涯学習センター合併浄化
槽設置工事

１．市内生涯学習センターの施設整
備工事
（１）高平生涯学習センターフェンス
改修工事
（２）ひばり生涯学習センターフェンス
改修工事
（３）石神生涯学習センターフェンス
改修工事

１．市内生涯学習センターの施設整
備工事
（１）ひがし生涯学習センター屋根改
修工事

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

生涯学習施設の利用件数
５，２００件

生涯学習施設の利用件数
５，２００件

生涯学習施設の利用件数
５，２００件

生涯学習施設の利用件数
８，６７５件

生涯学習施設の利用件数
８，６７５件

生涯学習施設の利用件数
８，６７５件

実績
(見込)

生涯学習施設の利用件数
７，３８２件

生涯学習施設の利用件数
８，４０４件

生涯学習施設の利用件数
８，６４９件
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

学級・講座等実施回数　２３６回 　学級・講座等実施回数　２２０回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１．各生涯学習センターにおけ
る学級・講座等の開催
（１）学級　１９学級
（２）講座　２７講座
２．生涯学習チャンネル配信事
業
（１）YouTubeを利用した生涯学
習講座の配信　１２回
３．生涯学習まちづくり出前講
座の実施
（１）実施回数　２５４回

１．各生涯学習センターにおける学
級・講座等の開催
（１）学級　１９学級
（２）講座　２４講座
２．生涯学習チャンネル配信事業
（１）YouTubeを利用した生涯学習講
座の配信　１２回
３．生涯学習まちづくり出前講座の
実施
まちづくり出前講座は、令和５年度よ
り「生涯学習推進事業」として予算計
上

１．各生涯学習センターにおける学
級・講座等の開催
（１）学級　１９学級
（２）講座　２１講座
２．生涯学習チャンネル配信事業
（１）YouTubeを利用した生涯学習講
座の配信　１２回

１．各生涯学習センターにおける学
級・講座等の開催
（１）学級　１９学級
（２）講座　２４講座
２．生涯学習チャンネル配信事業
（１）YouTubeを利用した生涯学習講
座の配信　１２回

１．各生涯学習センターにおける学
級・講座等の開催
（１）学級　１９学級
（２）講座　２４講座
２．生涯学習チャンネル配信事業
（１）YouTubeを利用した生涯学習講
座の配信　１２回

１．各生涯学習センターにおける学
級・講座等の開催
（１）学級　１９学級
（２）講座　２４講座
２．生涯学習チャンネル配信事業
（１）YouTubeを利用した生涯学習講
座の配信　１２回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

学級・講座等実施回数　５４０
回

学級・講座等実施回数　２３６回 学級・講座等実施回数　２３６回 学級・講座等実施回数　２０７回 学級・講座等実施回数　２０７回 学級・講座等実施回数　２０７回

実績
(見込)

学級・講座等実施回数　５２２
回

一般財源 3,080 2,564 2,658 2,653 2,653 2,653

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 3,080 2,564 2,658 2,653 2,653 2,653
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

自ら学ぶ楽しさを実感してもらうため、生涯学習事業及び社会教育事業を推進する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 生涯学習講座事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

まちづくり出前講座等実施回数
３８５回

まちづくり出前講座等実施回数
４２０回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１．生涯学習まちづくり出前講座
　（１）まちづくり出前講座の実施
　（２）メニュー表作成

２．地域学習団体における生涯学習
指導者の育成

１．生涯学習まちづくり出前講座
　（１）まちづくり出前講座の実施
　（２）メニュー表作成

２．地域学習団体における生涯学習
指導者の育成

１．生涯学習まちづくり出前講座
　（１）まちづくり出前講座の実施
　（２）メニュー表作成

２．地域学習団体における生涯学習
指導者の育成

１．生涯学習まちづくり出前講座
　（１）まちづくり出前講座の実施
　（２）メニュー表作成

２．地域学習団体における生涯学習
指導者の育成

１．生涯学習まちづくり出前講座
　（１）まちづくり出前講座の実施
　（２）メニュー表作成

２．地域学習団体における生涯学習
指導者の育成

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

まちづくり出前講座等実施回数
２５０回

まちづくり出前講座等実施回数
４００回

まちづくり出前講座等実施回数
４５０回

まちづくり出前講座等実施回数
４５０回

まちづくり出前講座等実施回数
４５０回

実績
(見込)

一般財源 0 893 1,130 1,175 1,175 1,175

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 0 893 1,130 1,175 1,175 1,175
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 5 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民ボランティア講師及び行政職員等を派遣する出前講座のほか、地域団体における生涯学習指導者育成のための研修会開催など、生涯学習事業、社会教育事業の振興を図る。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 生涯学習推進事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

受入可能事業所２２７件 受入可能事業所２３２件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１中学生職場体験活動・福祉
体験活動の支援
（１）担当者説明会（５月末）
（２）職場体験・福祉体験活動
期間中の取材
実施校市内６中学校（９月中）
（３）市内受入事業所の調査
期間２月（次年度受入事業所
意向調査）
２職場体験活動情報誌「体
験！Ｗｏｒｋｉｎｇ！」の発行
（１）発行日１２月１５日
（２）発行部数５，０００部

１中学生職場体験活動・福祉体験活
動の支援
（１）担当者説明会（５月末）
（２）職場体験・福祉体験活動期間中
の取材
実施校市内６中学校（９月中）
（３）市内受入事業所の調査
期間２月（次年度受入事業所意向調
査）
２職場体験活動情報誌「体験！Ｗｏｒ
ｋｉｎｇ！」の発行
（１）発行日１２月１５日
（２）発行部数５，０００部

１中学生職場体験活動・福祉体験活
動の支援
（１）担当者説明会（５月末）
（２）職場体験・福祉体験活動期間中
の取材
実施校市内６中学校（９月中）
（３）市内受入事業所の調査
期間２月（次年度受入事業所意向調
査）
２職場体験活動情報誌「体験！Ｗｏｒ
ｋｉｎｇ！」の発行
（１）発行日１２月１５日
（２）発行部数４，５００部

１中学生職場体験活動・福祉体験活
動の支援
（１）担当者説明会（５月末）
（２）職場体験・福祉体験活動期間中
の取材
実施校市内６中学校（９月中）
（３）市内受入事業所の調査
期間２月（次年度受入事業所意向調
査）
２職場体験活動情報誌「体験！Ｗｏｒ
ｋｉｎｇ！」の発行
発行部数４，５００部
３中学生ボランティア活動の実施
実施校　市内６中学校
期間　６月～１月

１中学生職場体験活動・福祉体験活
動の支援
（１）担当者説明会（５月末）
（２）職場体験・福祉体験活動期間中
の取材
実施校市内６中学校（９月中）
（３）市内受入事業所の調査
期間２月（次年度受入事業所意向調
査）
２職場体験活動情報誌「体験！Ｗｏｒ
ｋｉｎｇ！」の発行
発行部数４，５００部
３中学生ボランティア活動の実施
実施校　市内６中学校
期間　６月～１月

１中学生職場体験活動・福祉体験活
動の支援
（１）担当者説明会（５月末）
（２）職場体験・福祉体験活動期間中
の取材
実施校市内６中学校（９月中）
（３）市内受入事業所の調査
期間２月（次年度受入事業所意向調
査）
２職場体験活動情報誌「体験！Ｗｏｒ
ｋｉｎｇ！」の発行
発行部数４，５００部
３中学生ボランティア活動の実施
実施校　市内６中学校
期間　６月～１月

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

受入可能事業所２３０件 受入可能事業所２３０件 受入可能事業所２５０件 受入可能事業所２２０件 受入可能事業所２２０件 受入可能事業所２２０件

実績
(見込)

受入可能事業所２１９件

一般財源 317 400 336 399 399 399

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 317 400 336 399 399 399
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

生徒自らが体験することで働くことの意義や目的を理解し社会人としての自立促進を図るため、市内中学校が授業の一環として実施する職場体験・福祉体験活動等を支援する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 中学生職場体験等支援事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

63
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南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

教室・事業等の実施　６３回
協働本部会議等の開催　１８回

教室・事業等の実施　６８回
協働本部会議等の開催　２５回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・対　　象：各小学校の児童（小
高区：小高小、鹿島区：上真野
小、原町区：高平小）
・実施場所：各小学校、生涯学
習センターほか
・実施事業：放課後子ども教
室、学習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（小高
区：小高小、鹿島区：上真野小、原町
区：高平小、大甕小、太田小、石神
一小）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　象：各小学校の児童（小高
区：小高小、鹿島区：上真野小、原町
区：高平小、大甕小、太田小、石神
一小、原町一小、原町二小、原町三
小）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　　象　各小学校の児童（市内
全小学校）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　　象　各小学校の児童（市内
全小学校）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

・対　　　象　各小学校の児童（市内
全小学校）
・実施場所　各小学校、生涯学習セ
ンターほか
・実施事業　放課後子ども教室、学
習支援ほか

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

教室・事業等の実施　１５回
協働本部会議等の開催　１０回

教室・事業等の実施　２０回
協働本部会議等の開催　１５回

教室・事業等の実施　４０回
協働本部会議等の開催　２３回

教室・事業等の実施　７０回
協働本部会議等の開催　３０回

教室・事業等の実施　７０回
協働本部会議等の開催　３０回

教室・事業等の実施　７０回
協働本部会議等の開催　３０回

実績
(見込)

教室・事業等の実施　４２回
協働本部会議等の開催　１１回

一般財源 195 107 165 620 620 620

その他 10 37 56

6,300

地方債

県支出金 1,234 1,684 3,058 6,300 6,300

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,439 1,828 3,279 6,920 6,920 6,920
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 4 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

地域における教育力の低下や家庭の孤立、学校を取り巻く問題の複雑化等の課題を解決するため、地域と学校がパートナーとして「連携・協働」し、地域ぐるみで子どもを育み、地域社
会の活性化を図るため、勉強や文化活動、地域住民との交流活動等のプログラムを実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 地域学校協働活動事業
担当課 生涯学習課 実施方法 補助金

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１ 親子自然科学探検事業
【親と子の絆づくり体験事業】
◇ポーセリンアート、パルクー
ル、餅つき体験
【親子による自然科学体験】
・対象　市内の児童・生徒とそ
の家族
◇ほたるの観察、野菜収穫体
験、和菓子作り、、そば打ち体
験、古代史探検、スキー教室
２　こども交流支援事業補助金
・補助金額　１，５００千円
・交付額　１，５００千円

１ 親子自然科学探検事業
【親と子の絆づくり体験事業】
◇ドローン教室、スポーツ教室、しめ
飾りづくり教室、流しそうめん体験
【親子による自然科学体験】
◇ほたるの観察、野菜収穫体験、ピ
ザ作り、、そば打ち体験、古代史探
検、スキー教室
２　こども交流支援事業補助金
・補助金額　１，５００千円
・交付額　１，５００千円

１　親子自然科学探検事業
２　招待事業（長崎県長崎市）
３　青梅市交流事業
４　こども交流支援事業補助金

１　親子自然科学探検事業
２　招待事業（長崎県長崎市）
３　青梅市交流事業
４　こども交流支援事業補助金

１　親子自然科学探検事業
２　招待事業（長崎県長崎市）
３　青梅市交流事業
４　こども交流支援事業補助金

１　親子自然科学探検事業
２　招待事業（長崎県長崎市）
３　青梅市交流事業
４　こども交流支援事業補助金

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

親子自然科学体験事業
実施回数９回

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

親子自然科学体験事業
実施回数１０回

実績
(見込)

親子自然科学体験事業
実施回数９回

1,209

一般財源 1,500 1,500 1,500 1,476 1,476 1,476

その他 946 572 1,432 1,209 1,209

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 2,446 2,072 2,932 2,685 2,685 2,685
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

親子のふれあい等を通して、子どもが社会性や知識を身に付けられるよう、子ども同士が交流する機会を拡大するとともに、自然の大切さや地域の文化芸術を学ぶ機会を提供する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 こども探検隊事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 拡充

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

子供の基本的な生活習慣や生活能力等を身につける家庭教育について学ぶ機会の提供や地域環境づくりを推進するため、学校・社会・家庭との連携協力を図り、家庭教育に関する学
習機会の提供や支援を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 家庭教育支援総合推進事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 196 250 200 675 675 675

地方債

県支出金

675

一般財源 196 0 0 0 0 0

その他 250 200 675 675

令和８年度の計画 令和９年度の計画

団体及び学校等が実施する講
師謝礼金の支援１９件
１子育て学習講座３件（企業・Ｎ
ＰＯ、子育てサークル、ＰＴＡ等）
２家庭教育講座１０件（幼稚園・
保育園・小中学校）
３就学児童子育て講座５件（小
学校）
４大学公開講座１件（市ＰＴＡ連
絡協議会）

団体及び学校等が実施する講師謝
礼金の支援１９件
１子育て学習講座３件（企業・ＮＰＯ、
子育てサークル、ＰＴＡ等）
２家庭教育講座１０件（幼稚園・保育
園・小中学校）
３就学児童子育て講座５件（小学校）
４大学公開講座１件（市ＰＴＡ連絡協
議会）

団体及び学校等が実施する講師謝
礼金の支援１８件
１子育て学習講座３件（企業・ＮＰＯ、
子育てサークル、ＰＴＡ等）
２家庭教育講座８件（幼稚園・保育
園・小中学校）
３就学児童子育て講座６件（小学校）
４大学公開講座１件（市ＰＴＡ連絡協
議会）

団体及び学校等が実施する講師謝
礼金の支援２２件
１子育て学習講座２件（企業・ＮＰＯ、
子育てサークル、ＰＴＡ等）
２家庭教育講座１３件（幼稚園・保育
園・小中学校・ＰＴＡ等）
３就学児童子育て講座６件（小学校）
４大学公開講座１件（市ＰＴＡ連絡協
議会）

【拡充内容】
家庭教育講座の実施者に、新たにＰ
ＴＡ等の団体を追加し、同講座の実
施者を拡充する。

団体及び学校等が実施する講師謝
礼金の支援２２件
１子育て学習講座２件（企業・ＮＰＯ、
子育てサークル、ＰＴＡ等）
２家庭教育講座１３件（幼稚園・保育
園・小中学校・ＰＴＡ等）
３就学児童子育て講座６件（小学校）
４大学公開講座１件（市ＰＴＡ連絡協
議会）

団体及び学校等が実施する講師謝
礼金の支援２２件
１子育て学習講座２件（企業・ＮＰＯ、
子育てサークル、ＰＴＡ等）
２家庭教育講座１３件（幼稚園・保育
園・小中学校・ＰＴＡ等）
３就学児童子育て講座６件（小学校）
４大学公開講座１件（市ＰＴＡ連絡協
議会）

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

子育て・家庭教育講座等実施
回数１０回

子育て・家庭教育講座等実施回数
１９回

子育て・家庭教育講座等実施回数
１８回

子育て・家庭教育講座等実施回数
２２回

子育て・家庭教育講座等実施回数
２２回

子育て・家庭教育講座等実施回数
２２回

実績
(見込)

子育て・家庭教育講座等実施
回数７回

子育て・家庭教育講座等実施回数
１１回

子育て・家庭教育講座等実施回数
７回
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３１７時間 ２４０時間

令和８年度の計画 令和９年度の計画

１「報徳仕法」がいきづくまちづ
くり活動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐり
リーフレット、副読本概要版作
成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土
学習「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける
報徳仕法に関する学級・講座
等の開催

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催
５報徳精神がいきづくまつづくり推進
委員会

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催
５報徳精神がいきづくまつづくり推進
委員会

１「報徳仕法」がいきづくまちづくり活
動の推進・普及活動
・報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフ
レット、副読本概要版作成
２全国報徳サミットへの参加
３学校教育との連携による郷土学習
「ふるさと教育」の推進
４各生涯学習センターにおける報徳
仕法に関する学級・講座等の開催
５報徳精神がいきづくまつづくり推進
委員会

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

講演会・学校教育における「ふ
るさと教育」等の実施３００時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施３００時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施３００時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施２５０時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施２５０時間

講演会・学校教育における「ふるさと
教育」等の実施２５０時間

実績
(見込)

４０４時間

一般財源 1,707 2,705 2,570 3,913 4,000 5,000

その他 1,639

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 3,346 2,705 2,570 3,913 4,000 5,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 27 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

報徳仕法のいきづく本市において、その教えを時代を超えて継承し、現代的視点で見つめ直して心豊かなまちづくり・ひとづくりを進めるため、報徳仕法に関する学習機会を提供する。
また、「報徳精神がいきづくまちづくり」推進に向け、推進委員会及びワーキンググループを開催、視察研修を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 報徳精神がいきづくまちづくり事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-１】 市民が生涯にわたって、学ぶことができる環境を整備し、生涯
学習機会の充実を図るとともに、報徳精神の実践を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-２】 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習

の充実と積極的な情報発信を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

自然・考古・歴史・民俗・野馬追の各分野に関する調査研究の成果を公開展示するとともに、展示資料の理解を深める解説会等を開催する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 博物館企画展示事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,815 2,165 3,305 2,309 2,300 2,300

地方債

県支出金

一般財源 1,815 2,165 3,305 2,309 2,300 2,300

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

企画展開催　３回
「震災復興と発掘調査展」
令和４年４月～６月
「相馬野馬追　酒造資料展」
令和４年７月～９月
「相馬地方の被爆体験を伝え
継ぐ展」
令和４年１０月～１２月

企画展開催　４回
「アンモナイト合戦in南相馬」
令和５年４月～６月
「野馬追絵図とは何か」
令和５年７月～９月
「相馬重胤の下向と奥州相馬氏」
令和５年１０月～令和６年１月
「小高の自然」
令和６年３月～５月

企画展開催　４回
「おだかの自然」（前年度より継続）
令和６年３月～５月
「野馬追史料展－五月中の申　御野
馬追－」
令和６年５月～８月
「縄文　みなみそうま」
令和６年９月～１１月
「寄贈コレクションで見る日本近現代
の彫刻」
令和７年１月～３月

企画展開催　３回
「野馬追トラベラーズ（仮）」
令和７年４月～７月
「戦争展（仮）」
令和７年８月～１１月
「博物館３０年を振り返る（仮）」
令和７年１２月～令和８年３月

企画展開催　３回 企画展開催　３回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

企画展開催　３回 企画展開催　４回 企画展開催　４回 企画展開催　３回 企画展開催　３回 企画展開催　３回

実績
(見込)

企画展開催　４回
「震災復興と発掘調査展」
令和４年４月～６月
「相馬野馬追　酒造資料展」
令和４年７月～９月
「相馬地方の被爆体験を伝え
継ぐ展」
令和４年１０月～１２月
　「倉科光子植物画展　ツナミ
プランツ」展
令和５年１月～３月

企画展開催　４回
「アンモナイト合戦in南相馬」
令和５年４月～６月
「野馬追絵図とは何か」
令和５年７月～９月
「相馬重胤の下向と奥州相馬氏」
令和５年１０月～令和６年１月
「おだかの自然」
令和６年３月～５月

企画展開催　４回
「おだかの自然」（前年度より継続）
令和６年３月～５月
「野馬追史料展－五月中の申　御野
馬追－」
令和６年５月～８月
「縄文　みなみそうま」
令和６年９月～１１月
「寄贈コレクションで見る日本近現代
の彫刻」
令和７年１月～３月
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・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・民俗資料の整理及び調査
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査
・原町無線塔の痕跡調査
・彫像芸術作品の調査

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・民俗資料の整理及び調査
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査
・原町無線塔の痕跡調査
・彫像芸術作品の調査

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥
製製作
・民俗資料の整理及び調査
・「浜下り」の映像記録制作
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・民俗資料の整理及び調査
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査
・新属新種植物化石グラフィック制作

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査

・「研究紀要」の発行 （２００冊）
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査及びレプリカ製作
・収蔵庫および特別収蔵庫内の歴史
資料の整理及び調査
・相馬地方の焼物調査
・各分野の学芸調査

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査及びレプリカ製作
・収蔵庫および特別収蔵庫内の歴史
資料の整理及び調査
・相馬地方の焼物調査
・各分野の学芸調査

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査及びレプリカ製作
・収蔵庫および特別収蔵庫内の歴史
資料の整理及び調査
・相馬地方の焼物調査
・各分野の学芸調査

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥
製製作
・民俗資料の整理及び調査
・「浜下り」の映像記録制作
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・民俗資料の整理及び調査
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査
・新属新種植物化石グラフィック制作

・「研究紀要」の発行
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査

・「研究紀要」の発行（２００冊）
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査及びレプリカ製作
・収蔵庫および特別収蔵庫内の歴史
資料の整理及び調査
・相馬地方の焼物調査
・各分野の学芸調査

・「研究紀要」の発行（２００冊）
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査及びレプリカ製作
・収蔵庫および特別収蔵庫内の歴史
資料の整理及び調査
・相馬地方の焼物調査
・各分野の学芸調査

・「研究紀要」の発行（２００冊）
・希少生物の生息地調査
・野生動物の生態調査及び剥製製
作
・郷土料理の調査及びレプリカ製作
・収蔵庫および特別収蔵庫内の歴史
資料の整理及び調査
・相馬地方の焼物調査
・各分野の学芸調査

実績
(見込)

・希少生物の生息地調査
・小高の自然調査
・野生動物の生態調査及び剥
製製作
・民俗資料の整理及び調査
・郷土料理の調査
・歴史資料の整理及び調査
・焼き物の調査

一般財源 2,229 1,230 1,631 1,973 2,000 2,000

その他 300

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 2,229 1,530 1,631 1,973 2,000 2,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

企画展や講座・体験学習を開催するため、自然・考古・歴史・民俗・野馬追の各分野に関する調査研究及び資料整理等を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 博物館学芸調査事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-２】 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習

の充実と積極的な情報発信を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-２】 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習

の充実と積極的な情報発信を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民へ多様な学習機会の場を提供するため、自然・考古・歴史・民俗・野馬追の各分野に関する体験学習、講座等を開催する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 博物館体験学習・講座開催事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 609 522 599 498 500 500

地方債

県支出金

一般財源 609 522 599 498 500 500

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

体験学習の開催　１５回
春の植物観察会、香りのせっ
けんを作ろう、化石を楽しもう２
回、昆虫観察会、勾玉を作ろう
２回、化石のレプリカを作ろう、
キノコ観察会、郷土料理ベンケ
イを知ろう、化石を探そう、野鳥
観察会、正月飾り作り　外２回
講座の開催　１４回
蓄音機コンサート２回、講演会
「佐々木俊一」、震災復興と発
掘調査、中世文書を読む６回、
野馬追　外３回
出前講座　随時

体験学習の開催　１７回
観察会（植物、野鳥、昆虫、キノコ）、
香りのせっけん作り、化石採集と標
本作り（２日×２回）、勾玉作り（２
回）、方言遊び、方言カルタ作り、化
石レプリカ作り（２回）、正月飾り作
り、キッズミュージアム
講座の開催　２４回
史料を読む（６回）、民俗映像上映
会、野馬追講座、関東大震災と無線
等、蓄音機コンサート、相馬重 鯛胤
の下向と奥州相馬氏、バスツアー、
亀井文夫映画上映会・講座（１２回）
出前講座　随時　幼稚園・こども園
当、学校、一般

体験学習の開催　１３回
観察会（おだかの自然）、香りのせっ
けん作り、化石採集と標本作り（各２
回）、勾玉作り（２回）、方言カルタ作
り、葉っぱや木の実で作ろう、化石レ
プリカ作り、正月飾り作り、ミューキッ
ズフェア
講座の開催　１０回
史料を読む（６回）、おだかの自然発
表会、野馬追講座、蓄音機コンサー
ト、ふくしまの森林文化
出前講座　３６回

体験学習の開催　１６回
  野鳥観察会（２回）、香りのせっけ
ん作り、植物観察会、化石採集と標
本作り（各２回）、キノコ観察会、勾玉
作り（２回）、
昆虫観察と標本作り、方言カルタ作
り
化石レプリカ作り、正月飾り作り
ミューキッズフェア
講座の開催　１２回
史料を読む（６回）、野馬追講座、蓄
音機コンサート（２回）、
方言講座、ふくしまの森林文化、史
跡巡りバスツアー

体験学習の開催　１４回
講座の開催　１２回
出前講座　３６回

体験学習の開催　１４回
講座の開催　１２回
出前講座　３６回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

体験学習の開催　１５回
講座の開催　１４回
出前講座　随時

体験学習の開催　１７回
講座の開催　２４回
出前講座　３６回

体験学習の開催　１３回
講座の開催　１０回
出前講座　３６回

体験学習の開催　１６回
講座の開催　１２回
出前講座　３６回

体験学習の開催　１４回
講座の開催　１２回
出前講座　３６回

体験学習の開催　１４回
講座の開催　１２回
出前講座　３６回

実績
(見込)

体験学習の開催　１６回
講座の開催　１６回
出前講座　４８回

体験学習の開催　１７回
講座の開催　２５回
出前講座　５５回

体験学習の開催　１９回
講座の開催　１２回
出前講座　４０回
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-２】 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習

の充実と積極的な情報発信を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

自然・考古・歴史・民俗・野馬追に関する調査研究及び展示公開に資するため、博物館資料を購入する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 博物館資料取得事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 2,000

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 2,000 0 0

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

博物館資料の購入
「野馬追大絵図」　１点

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

博物館資料の購入
「野馬追大絵図」　１点

実績
(見込)

当該事業は資料取得の際に実施するため、

令和４年度から令和６年度は実績（見込）なし。

71



第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

令和８年度の計画 令和９年度の計画

シアター機器更新修繕
屋根修繕工事設計業務委託
トイレ洋式便器取替修繕工事

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

シアター機器更新修繕
屋根修繕工事設計業務委託
トイレ洋式便器取替修繕工事

実績
(見込)

一般財源 0 0 0 0 0 0

その他 8,662

地方債 3,700

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 12,362
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

博物館の建物及び設備を良好な状態に保つため、博物館施設の維持修繕を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 博物館営繕事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-２】 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学習

の充実と積極的な情報発信を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

令和７年度実施計画から「博物館営繕

事業業」（投資的経費）を掲載する。

※令和６年度実施計画では「博物館管

理運営事業」を掲載していた。
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

令和８年度の計画 令和９年度の計画

調査個所　鹿島区小山田・浮田地
区(セデッテかしま周辺）など
講演会　１回
体験学習・展示　１回
令和７年７月
開催場所　セデッテかしま、博物館

調査個所　鹿島区小山田・浮田地
区(セデッテかしま周辺）など　露頭
掘削含む
足跡レプリカ資料作成
講演会　１回
体験学習・展示　１回
令和８年７月
開催場所　セデッテかしま、博物館

博物館企画展（化石展）開催　１回
令和９年１０月　開催場所　博物館
企画展図録・記念品作成
企画展・図録用イラスト制作　10点
講演会　１回
体験学習・展示　２回
令和９年７月
開催場所　セデッテかしま、博物館

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

調査個所　鹿島区小山田・浮田地
区(セデッテかしま周辺）など
講演会　１回
体験学習・展示　１回
令和７年７月
開催場所　セデッテかしま、博物館

調査個所　鹿島区小山田・浮田地
区(セデッテかしま周辺）など　露頭
掘削含む
足跡レプリカ資料作成
講演会　１回
体験学習・展示　１回
令和８年７月
開催場所　セデッテかしま、博物館

博物館企画展（化石展）開催　１回
令和９年１０月　開催場所　博物館
企画展図録・記念品作成
企画展・図録用イラスト制作　10点
講演会　１回
体験学習・展示　２回
令和９年７月
開催場所　セデッテかしま、博物館

実績
(見込)

一般財源 0 0 0 836 1,518 2,375

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 836 1,518 2,375
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 7 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

鹿島区小山田・浮田地区（セデッテかしま周辺）などに分布する相馬中村層群から恐竜の足跡化石など貴重な化石が発見されていることから、恐竜を含めた古生物に関する
教育普及を充実させるため、調査研究を行う。
併せて、恐竜に関する講演会のほか、化石を活用した体験活動や展示をセデッテかしま、博物館等で実施する

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 恐竜化石探索調査・教育普及事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回
数

53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「や
や満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）にお
ける標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-２】 多様な世代ニーズに対応した博物館の企画・展示、体験学

習の充実と積極的な情報発信を図ります。

実施区分 新規

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-３】 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充

実を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

赤ちゃんと保護者が絵本を通して、心がふれあう時間を持つきっかけをつくるため、１０か月児健診の機会に絵本の配布等を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 図書館ブックスタート事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 700 711 719 674 674 674

地方債

県支出金

一般財源 700 711 719 674 674 674

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

絵本の読み聞かせ、絵本の配
布配布数　２８４件

絵本の読み聞かせ、絵本の配布
配布数　２６７件

絵本の読み聞かせ、絵本の配布
配布数　３００件

絵本の読み聞かせ、絵本の配布
配布数　２８０件

絵本の読み聞かせ、絵本の配布
配布数　２８０件

絵本の読み聞かせ、絵本の配布(配
布数　２８０件)

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

１年間で図書館を利用した乳
幼児の割合
（６歳以下利用人数／６歳以下
居住人口)
３０．０％

１年間で図書館を利用した乳幼児の
割合
（６歳以下利用人数／６歳以下居住
人口)
３０．０％

乳幼児１人あたりの年間貸出点数
８．５１点

乳幼児１人あたりの年間貸出点数
８．６８点

乳幼児１人あたりの年間貸出点数
８．８５点

乳幼児１人あたりの年間貸出点数
９．０点

実績
(見込)

１年間で図書館を利用した乳
幼児の割合
１３．８％

１年間で図書館を利用した乳幼児の
割合
９．３％

乳幼児１人あたりの年間貸出点数
７．８３点
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b

c

a

b

c

d

e
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実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-３】 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充

実を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民の多様な資料要求に応えるとともに、学習・文化・教養・調査研究等に寄与するため、図書館資料を整備する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 図書整備事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 24,412 24,334 24,347 24,347 24,347 24,347

地方債

県支出金

一般財源 24,412 24,334 24,347 24,347 24,347 24,347

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

図書館蔵書用図書等購入
購入点数１４，４１７点
購入CD・DVDマーク作成業務
委託

図書館蔵書用図書等購入
購入点数１４，１９５点
購入CD・DVDマーク作成業務委託

図書館蔵書用図書等購入
購入点数１５，０００点
購入CD・DVDマーク作成業務委託

図書館蔵書用図書等購入
購入点数１５，０００点

図書館蔵書用図書等購入
購入点数１５，０００点

図書館蔵書用図書等購入
購入点数１５，０００点

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

図書館の利用者数
９６，０００人

図書館の利用者数
９７，０００人

図書館の入館者数
２０１，０００人

図書館の入館者数
２１５，０００人

図書館の入館者数
２３０，０００人

図書館の入館者数
２４０，０００人

実績
(見込)

図書館の利用者数
８７，０６５人

図書館の利用者数
８５，５１９人

図書館の入館者数
２０７，０００人
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a

b

c

a

b

c

d

e
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図書館の利用登録率
５８．３％

移動図書館の来館者数
１４，０００人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

運行場所　幼稚園・保育園・こ
ども園１７か所、災害公営住宅
６か所、集会所や公共施設（生
涯学習センターほか１０か所）
計３３か所
運行日数週４日

運行場所　幼稚園・保育園・こども園
１７か所、災害公営住宅６か所、集
会所や公共施設（生涯学習センター
ほか１４か所）計３７か所

運行日数 週４日
※Ｒ５から移動図書館車と配本車２
台で運行。
※運行場所は状況に応じて毎年度
見直しをかける。

運行場所　41か所
幼稚園・保育園・こども園　17か所
災害公営住宅　10か所
集会所や公共施設(生涯学習セン
ターほか)　14か所

運行日数　週4日
移動図書館車と配本車２台で運行

移動図書館の運行
運行場所　４２か所
幼稚園・保育園・こども園　17か所
災害公営住宅　１０か所
集会所や公共施設(生涯学習セン
ターほか)　１５か所

運行日数　週４日

運移動図書館の運行
運行場所　４２か所
幼稚園・保育園・こども園　17か所
災害公営住宅　10か所
集会所や公共施設(生涯学習セン
ターほか)　１５か所

運行日数　週４日

移動図書館の運行
運行場所　４２か所
幼稚園・保育園・こども園　17か所
災害公営住宅　10か所
集会所や公共施設(生涯学習セン
ターほか)　１５か所

運行日数　週４日

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

図書館の利用登録率
市内居住人口の５０％以上

図書館の利用登録率
市内居住人口の５０％以上

移動図書館の来館者数
１３，１４０人

移動図書館の来館者数
１４，４００人

移動図書館の来館者数
１４，８００人

移動図書館の来館者数
１５，０００人

実績
(見込)

図書館の利用登録率
５２．１％

一般財源 3,981 4,397 4,886 4,732 4,500 4,700

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 3,981 4,397 4,886 4,732 4,500 4,700
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 28 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民の誰もが身近なところで等しく図書館を利用できる機会を提供するため、移動図書館及び配本車を運行する

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 移動図書館管理運営事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-３】 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充

実を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-３】 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充

実を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民の読書推進と図書館の利用促進を図るため、各種イベントや講演会等を開催する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 図書館利用促進事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 502 726 723 1,090 1,090 1,090

地方債

県支出金

一般財源 502 726 723 1,090 1,090 1,090

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

季節・時期に合わせた各種イ
ベントや講演会、生涯学習事
業の実施
・小学生のための読書感想文
教室
・図書館で学ぶ家庭菜園
・平和のおはなし会
・図書館探検ツアー
・古本市
・図書館福袋
・図書館連続講演会
・バイリンガルおはなし会
など

季節・時期に合わせた各種イベント
や講演会、生涯学習事業の実施
・小学生のための読書感想文教室
・ナイトシアター
・漆染めの扇子を作ろうワークショッ
プ
・図書館探検ツアー
・中学生による本のしおりコンクール
・古本市
・ライブラリーコンサート
・図書館連続講演会
・バイリンガルおはなし会
など

季節・時期に合わせた各種イベント
や講演会、生涯学習事業の実施
(予定)
・小学生のための読書感想文教室
・七夕工作会
・ものづくりワークショップ
・赤ちゃんの手形アート絵本教室
・古本市
・ライブラリーコンサート
・図書館連続講演会
・バイリンガルおはなし会
など

季節・時期に合わせた各種イベント
や講演会、講座の開催
　
ライブラリーコンサート、図書館連続
講演会、読み聞かせ講座など

季節・時期に合わせた各種イベント
や講演会、講座の開催
　
ライブラリーコンサート、図書館連続
講演会、読み聞かせ講座など

季節・時期に合わせた各種イベント
や講演会、講座の開催
　
ライブラリーコンサート、図書館連続
講演会、読み聞かせ講座など

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

第8次までは図書購入点数(活
動指標)だったが、成果指標と
して新たに入館者数を設定した
ため計画数値なし

第8次までは図書購入点数(活動指
標)だったが、成果指標として新たに
入館者数を設定したため計画数値な
し

図書館の入館者数
２０１，０００人

図書館の入館者数
２１５，０００人

図書館の入館者数
２３０，０００人

図書館の入館者数
２４０，０００人

実績
(見込)

図書館の入館者数
１９９，９５４人

図書館の入館者数
２００，０００人

図書館の入館者数
２０７，０００人
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-３】 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充

実を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 令和 6 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

子どもの読書推進と図書館の利用促進を図るため、各種イベントを開催するとともに、児童図書を購入する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 わたりむつこ・子ども読書活動支援事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 978 746 746 746

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 0 746 746

その他 978 746

令和８年度の計画 令和９年度の計画

子どもの読書推進のための各種イ
ベントや講演会の開催、図書館及び
学校図書館蔵書用図書等購入
　講演会の開催
　イベントの実施
　児童書の購入

子どもの読書推進のための各種イ
ベントや講演会の開催、図書館蔵書
用図書等購入
　講演会の開催(年1回)
　手作り絵本コンテストの実施
　児童図書の購入

子どもの読書推進のための各種イ
ベントや講演会の開催、図書館及び
学校図書館蔵書用図書等購入
　講演会の開催(年1回)
　手作り絵本コンテストの実施
　児童図書の購入

子どもの読書推進のための各種イ
ベントや講演会の開催、図書館及び
学校図書館蔵書用図書等購入
　講演会の開催(年1回)
　手作り絵本コンテストの実施
　児童図書の購入

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

小学生の図書館利用カード登録率
６３．１％

小学生の図書館利用カード登録率
６４．４％

小学生の図書館利用カード登録率
６５．７％

小学生の図書館利用カード登録率
６６．３％

実績
(見込)

小学生の図書館利用カード登録率
６３．０％
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 生涯学習の充実 取組方針
【１-３】 読書活動の推進と多様な分類・分野の図書館資料の整備・充

実を図ります。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

生涯学習関連事業の延べ参加者数 11,039人 12,100人 12,200人 12,300人 12,400人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

69,200回 74,200回

図書館の入館者数 199,954人 201,000人 215,000人 230,000人 240,000人

ＹｏｕＴｕｂｅ「生涯学習チャンネル」再生回数 53,100回 54,900回 65,200回

7.98冊

博物館の利用者数 9,338人 9,700人 10,000人 10,300人 10,700人

市民一人当たりの図書の年間貸出冊数 6.85冊 7.42冊 7.64冊 7.86冊

事業期間 令和 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

施設利用者の安全性を確保し、円滑な施設運営を行うため、施設の維持管理に必要な修繕等を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 図書館施設営繕事業
担当課 中央図書館 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 60,939 40,000 40,000

地方債

県支出金

一般財源 0 0 0 6 40,000 40,000

その他 60,933

令和８年度の計画 令和９年度の計画

図書館及び市民情報交流センター
の施設及び設備の更新
・空調機設備更新工事
　※室外機３台、室内機１３台
・防犯カメラ更新工事　２５台
・地中線用負荷開閉器更新

図書館及び市民情報交流センター
の施設及び設備の更新
・空調機設備更新工事　　ほか
　※１１年度までに全系統更新予定
　

図書館及び市民情報交流センター
の施設及び設備の更新
・空調機設備更新工事　　ほか
　※１１年度までに全系統更新予定
　

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

上記３件の工事、修繕の実施 上記の工事、修繕の実施 上記の工事、修繕の実施

実績
(見込)

令和６年度まで大規模修繕等（投資的経

費）について、「図書館管理運営事業（原

町区）」に予算計上していたが、令和７年

度予算より「図書館営繕事業」に予算計上

することから、令和７年度実施計画より掲

載する。
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

令和８年度の計画 令和９年度の計画

・中央監視リモート盤（IOM/DDC）修
繕業務
期間　令和７年６月～令和８年３月ま
で
・屋外階段設置業務委託
期間　令和７年１１月(４か月)
・舞台音響設備部分改修業務委託
期間　令和７年９月～令和８年３月ま
で
・スタインウェイピアノ修繕業務委託
期間　令和７年１１月～令和８年３月
まで
・電話回線更新業務委託
期間　令和７年５月～令和７年１０月
まで

・大ホールステージ削り出し修繕
・大ホール舞台滑車部品交換修繕
・【R８～R９】大ホール及び多目的
ホール　調光操作卓及びLED交換修
繕
・照明制御装置改修修繕
・中央監視装置本体、UPS,ネット
ワークエンジン修繕業務

・大ホール舞台滑車部品交換修繕
・【R８～R９】大ホール及び多目的
ホール　調光操作卓及びLED交換修
繕
・ボーダーケーブル交換業務委託
・舞台音響装置ネットワーク交換及
び部品交換修繕
・受信電設備蓄電池交換修繕
・照明制御装置改修修繕
・中央監視リモート盤（IOM/DDC）修
繕業務
・自動制御装置修繕

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

・中央監視リモート盤（IOM/DDC）修
繕業務
・屋外階段設置業務委託
・舞台音響設備部分改修業務委託
・スタインウェイピアノ修繕業務委託
・電話回線更新業務委託

・大ホールステージ削り出し修繕
・大ホール舞台滑車部品交換修繕
・【R８～R９】大ホール及び多目的
ホール　調光操作卓及びLED交換修
繕
・照明制御装置改修修繕
・中央監視装置本体、UPS,ネット
ワークエンジン修繕業務

・大ホール舞台滑車部品交換修繕
・【R８～R９】大ホール及び多目的
ホール　調光操作卓及びLED交換修
繕
・ボーダーケーブル交換業務委託
・舞台音響装置ネットワーク交換及
び部品交換修繕
・受信電設備蓄電池交換修繕
・照明制御装置改修修繕
・中央監視リモート盤（IOM/DDC）修
繕業務
・自動制御装置修繕

実績
(見込)

一般財源 0 0 0 0 368,503 268,645

その他 51,671

地方債 8,700

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 60,371 368,503 268,645
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

施設利用者の安全性を確保し、円滑な施設運営を行うため、施設の維持管理に必要な工事等を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 市民文化会館施設営繕事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

芸術イベントの開催件数 43件 49件 53件 57件 61件

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 芸術文化の充実 取組方針
【２-１】 身近に芸術文化に触れることができる環境づくりと、創作する機

会の創出を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【６】 芸術文化の充実

令和７年度実施計画から「市民文化会館

施設営繕事業」（投資的経費）を掲載する。

※令和６年度実施計画では「市民文化会

館施設管理事業」を掲載していた。

80



第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

文化芸術交流事業開催　１回 アーティスト作品展示会入場者数
２６９人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

アーティスト・イン・レジデンス
みなみそうま２０２２
場所　市内公共施設、農家民
宿等
内容　・招へいアーティストが市
内に滞在し、市にちなんだアー
ト作品を制作・展示
・市民アートサポーターや市民
との交流事業を実施

アーティスト・イン・レジデンスみなみ
そうま２０２３
場所　市内公共施設、農家民宿等
内容　・招へいアーティストが市内に
滞在し、市にちなんだアート作品を
制作・展示
・市民アートサポーターや市民との
交流事業を実施

アーティスト・イン・レジデンスみなみ
そうま２０２４
場所　市内公共施設、農家民宿等
内容　・招へいアーティストが市内に
滞在し、市にちなんだアート作品を
制作・展示
・市民アートサポーターや市民との
交流事業を実施
・令和５年度に実施したレジデンスの
振り返りイベントの開催

アーティスト・イン・レジデンスみなみ
そうま２０２５
場所　市内公共施設、農家民宿等
内容　・招へいアーティストが市内に
滞在し、市にちなんだアート作品を
制作・展示
・市民アートサポーターや市民との
交流事業を実施
・令和６年度に実施したレジデンスの
振り返りイベントの開催

アーティスト・イン・レジデンスみなみ
そうま２０２６
場所　市内公共施設、農家民宿等
内容　・招へいアーティストが市内に
滞在し、市にちなんだアート作品を
制作・展示
・市民アートサポーターや市民との
交流事業を実施
・令和７年度に実施したレジデンスの
振り返りイベントの開催

アーティスト・イン・レジデンスみなみ
そうま２０２７
場所　市内公共施設、農家民宿等
内容　・招へいアーティストが市内に
滞在し、市にちなんだアート作品を
制作・展示
・市民アートサポーターや市民との
交流事業を実施
・令和８年度に実施したレジデンスの
振り返りイベントの開催

アーティスト作品展示会入場者数
２００人

アーティスト作品展示会入場者数
２００人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

文化芸術交流事業開催　１回 文化芸術交流事業開催　１回 アーティスト作品展示会入場者数
２００人

アーティスト作品展示会入場者数
２００人

実績
(見込)

文化芸術交流事業開催　１回

一般財源 1,812 1,751 2,105 2,306 2,306 2,306

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,812 1,751 2,105 2,306 2,306 2,306
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 29 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民が芸術文化に触れる機会の充実と芸術文化による新たなまちづくりの契機とするため、本市を活動拠点とする民間団体等や市民アートサポーターと協力しながら創造的な芸術文
化活動を実施し、市内の芸術文化の振興を図る。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 文化芸術ふれあい事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

芸術イベントの開催件数 43件 49件 53件 57件 61件

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 芸術文化の充実 取組方針
【２-１】 身近に芸術文化に触れることができる環境づくりと、創作する機

会の創出を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【６】 芸術文化の充実
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

市総合美術展覧会の開催　１回 市総合美術展覧会観覧者数
２，２９７人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

第１６回南相馬市総合美術展
覧会
展覧会　会期　令和４年１１月１
２日（土）～１５日（火）
会場　小川町体育館

第１６回南相馬市総合美術展覧会
展覧会　会期　令和５年１１月１１日
（土）～１４日（火）
会場　小川町体育館

第１７回南相馬市総合美術展覧会
展覧会　会期　令和６年１１月１６日
（土）～１９日（火）
会場　小川町体育館

第１８回南相馬市総合美術展覧会
展覧会　会期　令和７年１１月１５日
（土）～１８日（火）予定
会場　小川町体育館

第１９回南相馬市総合美術展覧会
展覧会　会期　１１月予定
会場　小川町体育館

第２０回南相馬市総合美術展覧会
展覧会　会期　１１月予定
会場　小川町体育館

市総合美術展覧会観覧者数
２，２５０人

市総合美術展覧会観覧者数
２，５００人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

市総合美術展覧会の開催　１
回

市総合美術展覧会の開催　１回 市総合美術展覧会観覧者数
１，７５０人

市総合美術展覧会観覧者数
２，０００人

実績
(見込)

市総合美術展覧会の開催　０
回
（会場が新型コロナウイルスの
ワクチン接種会場となったため
中止）

一般財源 156 1,882 1,950 2,463 2,463 2,463

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 156 1,882 1,950 2,463 2,463 2,463
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

 美術・芸術への理解と関心を高めるとともに、創作活動を促し、美術・芸術の振興と情操の育成を図るため、小学生から大人までの作品を集め、展覧会を開催する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 市総合美術展覧会事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

芸術イベントの開催件数 43件 49件 53件 57件 61件

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 芸術文化の充実 取組方針
【２-１】 身近に芸術文化に触れることができる環境づくりと、創作する機

会の創出を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【６】 芸術文化の充実
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

補助金交付件数　８件 補助金交付件数　１０件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

事業主体　市内の幼稚園、保
育園、小中学校及び高等学校
等　１０件
補助率　対象経費全額又は１
／２（回数制限あり）
対象経費　学校行事、部活動
等で市民文化会館を利用した
際の施設利用料金及び附属設
備利用料金

事業主体　市内の幼稚園、保育園、
小中学校及び高等学校等
１３件
対象経費　学校行事、部活動等で市
民文化会館を利用した際の施設利
用料金及び附属設備利用料金
補助率　全額又は１／２以内（回数
制限あり）

事業主体　市内の幼稚園、保育園、
小中学校及び高等学校等
１２件
対象経費　学校行事、部活動等で市
民文化会館を利用した際の施設利
用料金及び附属設備利用料金
補助率　全額又は１／２以内（回数
制限あり）

事業主体　市内の幼稚園、保育園、
小中学校及び高等学校等
９件
対象経費　学校行事、部活動等で市
民文化会館を利用した際の施設利
用料金及び附属設備利用料金
補助率　全額又は１／２以内（回数
制限あり）

事業主体　市内の幼稚園、保育園、
小中学校及び高等学校等
１２件
対象経費　学校行事、部活動等で市
民文化会館を利用した際の施設利
用料金及び附属設備利用料金
補助率　全額又は１／２以内（回数
制限あり）

事業主体　市内の幼稚園、保育園、
小中学校及び高等学校等
１２件
対象経費　学校行事、部活動等で市
民文化会館を利用した際の施設利
用料金及び附属設備利用料金
補助率　全額又は１／２以内（回数
制限あり）

補助金交付件数　１２件 補助金交付件数　１２件

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数　１０件 補助金交付件数　１３件 補助金交付件数　１２件 補助金交付件数　９件

実績
(見込)

補助金交付件数　１０件

一般財源 1,483 1,819 2,361 2,330 2,330 2,330

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,483 1,819 2,361 2,330 2,330 2,330
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

学校等の芸術文化及び教育活動の振興を図るため、行事等で市民文化会館を利用する学校等に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 学校等市民文化会館利用支援補助金
担当課 生涯学習課 実施方法 補助金

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

芸術イベントの開催件数 43件 49件 53件 57件 61件

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 芸術文化の充実 取組方針
【２-１】 身近に芸術文化に触れることができる環境づくりと、創作する機

会の創出を推進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【６】 芸術文化の充実
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

補助金交付件数　１件 イベント出演者数　１，５４７人

令和８年度の計画 令和９年度の計画

事業主体南相馬市芸術文化協
会
補助金額１，７００千円
補助率定額
内容文化祭、情報紙発行、芸
能発表大会、短歌大会等、各
区芸術文化協会
事業の開催

事業主体南相馬市芸術文化協会
補助金額１，７００千円
補助率定額
内容文化祭、情報紙発行、芸能発表
大会、短歌大会等、各区芸術文化協
会
事業の開催

事業主体南相馬市芸術文化協会
補助金額１，６７０千円
補助率定額
内容文化祭、情報紙発行、芸能発表
大会、短歌大会等、各区芸術文化協
会
事業の開催

事業主体南相馬市芸術文化協会
補助金額１，７４３千円
補助率定額
内容文化祭、情報紙発行、芸能発表
大会、短歌大会等、各区芸術文化協
会
事業の開催

事業主体南相馬市芸術文化協会
補助金額１，７４３千円
補助率定額
内容文化祭、情報紙発行、芸能発表
大会、短歌大会等、各区芸術文化協
会
事業の開催

事業主体南相馬市芸術文化協会
補助金額１，７４３千円
補助率定額
内容文化祭、情報紙発行、芸能発表
大会、短歌大会等、各区芸術文化協
会
事業の開催

イベント出演者数　１，６３０人 イベント出演者数　１，６５０人

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数　１件 補助金交付件数　１件 イベント出演者数　１，５９０人 イベント出演者数　１，６１０人

実績
(見込)

補助金交付件数　１件

一般財源 1,700 1,672 1,670 1,743 1,743 1,743

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,700 1,672 1,670 1,743 1,743 1,743
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

市民の自主的な芸術文化活動の活性化を図るため、芸術文化の普及を行う団体に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 芸術文化協会等事業補助金
担当課 生涯学習課 実施方法 補助金

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

芸術イベントの開催件数 43件 49件 53件 57件 61件

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 芸術文化の充実 取組方針
【２-２】 芸術文化活動団体への加入促進と組織力強化の取組を支援

するとともに、芸術文化活動の充実を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【６】 芸術文化の充実
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

補助金交付件数　１７件 補助金交付件数　１８件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

事業主体市内の個人又は団体
３０件
補助率補助対象経費の１／２
以内（上限あり）
対象事業成果発表、大会出
場・出品・派遣、地区文化祭、
文化財保護等

事業主体　市内の個人又は団体
３１件
補助率　補助対象経費の１／２位内
（上限あり）
対象事業　成果発表、大会出場・出
品・派遣、地区文化祭、文化財保護
等
（拡充部分）補助対象事業の文化財
保護事業の範囲に「相馬地方の民
謡・民踊」を拡充する。

事業主体　市内の個人又は団体
１９件
補助率　全額又は１／２以内（補助
額の上限及び回数制限あり）
対象事業　成果発表、大会出場・出
品・派遣、地区文化祭、文化財保護
等

事業主体　市内の個人又は団体
１９件
補助率　全額又は１／２以内（補助
額の上限及び回数制限あり）
対象事業　成果発表、大会出場・出
品・派遣、地区文化祭、文化財保護
等

事業主体　市内の個人又は団体
１９件
補助率　全額又は１／２以内（補助
額の上限及び回数制限あり）
対象事業　成果発表、大会出場・出
品・派遣、地区文化祭、文化財保護
等

事業主体　市内の個人又は団体
１９件
補助率　全額又は１／２以内（補助
額の上限及び回数制限あり）
対象事業　成果発表、大会出場・出
品・派遣、地区文化祭、文化財保護
等

補助金交付件数　１９件 補助金交付件数　１９件

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数　３０件 補助金交付件数　３１件 補助金交付件数　１９件 補助金交付件数　１９件

実績
(見込)

補助金交付件数　１３件

一般財源 573 815 856 985 985 985

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 573 815 856 985 985 985
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

 市民の芸術文化活動の振興及び育成を図るため、成果発表等を行う団体等に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 地域文化振興助成事業補助金
担当課 生涯学習課 実施方法 補助金

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

芸術イベントの開催件数 43件 49件 53件 57件 61件

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 生涯学習 施策 芸術文化の充実 取組方針
【２-２】 芸術文化活動団体への加入促進と組織力強化の取組を支援

するとともに、芸術文化活動の充実を図ります。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【６】 芸術文化の充実
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第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

指導委員会の開催 ２回
薬師堂石仏地形補則測量 完了

指導委員会の開催 ２回
整備報告書刊行  ３００部

令和８年度の計画 令和９年度の計画

大悲山石仏保存修理指導委員
会の開催（委員９人、１回）
観音堂石仏対策工事（ワイ
ヤーネット敷設 A＝１１７㎡）
薬師堂石仏、観音堂石仏環境
測定調査（温湿度、モニタリン
グ調査）

大悲山石仏保存修理指導委員会の
開催（委員９人、２回）
薬師堂石仏地形補則測量（補助基
準点設置、現地測量）

大悲山石仏保存修理指導委員会の
開催（委員９人、２回）
整備報告書刊行 ３００部
薬師堂石仏等環境測定業務

大悲山石仏保存整備指導委員会の
開催（委員９人、２回）
薬師堂石仏等環境測定業務
薬師堂石仏発掘調査
薬師堂石仏断面測量調査
薬師堂石仏調査（調査用足場組立）
観音堂石仏覆屋発泡ウレタン修繕
工事
樹種調査
薬師堂器具スイッチ改修工事

大悲山石仏保存修理指導委員会の
開催（委員９人、２回）
大悲山石仏整備基本計画策定
薬師堂石仏等環境測定業務

大悲山石仏保存修理指導委員会の
開催（委員９人、２回）
薬師堂石仏整備基本計画策定
薬師堂石仏等環境測定業務

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

指導委員会の開催 １回
観音堂石仏崖対策工事　完了

指導委員会の開催 ２回
薬師堂石仏地形補則測量 完了

指導委員会の開催 ２回
整備報告書刊行 ３００部

大悲山石仏保存整備指導委員会の
開催（委員９人、２回）
薬師堂石仏等環境測定業務
薬師堂石仏発掘調査
薬師堂石仏断面測量調査
薬師堂石仏調査（調査用足場組立）
観音堂石仏覆屋発泡ウレタン修繕
工事
樹種調査
薬師堂器具スイッチ改修工事

指導委員会の開催 ２回
薬師堂石仏覆屋実施設計 完了

指導委員会の開催 ２回
薬師堂石仏覆屋修理工事 完了

実績
(見込)

指導委員会の開催 ２回
観音堂石仏崖対策工事　完了

一般財源 7,323 2,711 1,542 7,405 1,500 1,500

その他

地方債 5,500

1,530 7,210 1,500 1,500

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 21,137 5,182 3,072 14,615 3,000 3,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 8,314 2,471

事業期間 平成 24 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

国指定史跡である薬師堂石仏附阿弥陀堂石仏・観音堂石仏の保存と活用を図るため、保存環境の改善を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 大悲山石仏保存修理事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

文化財保護と活用に「満足」と回答する一般
市民の割合

35.4% 36.2% 36.6% 37.0% 37.4%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 文化遺産の保存と活用 取組方針
【１-１】 文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体と
なった整備事業を計画的に推進し、新たな観光客の誘致や文化遺産に

係る市民活動を促進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

市民検討会の開催 １回
ガイダンス施設建設工事 完了

ガイダンス施設供用

令和８年度の計画 令和９年度の計画

浦尻貝塚整備検討委員会の開
催（委員４人、年２回）
浦尻貝塚史跡公園づくり市民
検討会の開催（会員５０人、年
３回）
駐車場等造成工事 １８，０００
㎡、貝層展示施設等展示工 ３
６㎡
ガイダンス施設建設・展示実施
設計・映像作成 １５６㎡
縄文土器づくり等市民活動育
成講座 ４回

浦尻貝塚整備検討委員会の開催
（委員４人、年２回）
浦尻貝塚史跡公園づくり市民検討会
の開催（会員６０人、年３回）
ガイダンス施設建設 鉄筋コンクリー
ト造 平屋 １８０㎡（延床面積）
トイレ棟建設 鉄筋コンクリート造 平
屋 ４５㎡（延床面積）
指定地内展示・サイン整備業務、竪
穴住居等盛土・散策園路整備工

浦尻貝塚整備検討委員会の開催
（委員４人、年２回）
ガイダンス施設等展示業務（史跡解
説パネル・展示物作成等）
公園体験学習用品制作（収納箱制
作等）
管理用倉庫建設 プレハブ造 １２．９
７㎡
ガイダンス施設用備品購入（棚・椅
子等）

浦尻貝塚整備検討委員会の開催
（委員３人 、年２回）
公園境界確定測量業務
映像音声ガイダンス施設制作業務
（ガイダンス棟・貝塚観察館）
史跡名称柱設置業務委託（１か所）
整備事業報告書印刷・刊行（１冊）
用地公有化１，５３２㎡

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

市民検討会の開催 ３回
駐車場等造成工事 完了

市民検討会の開催 ４回
ガイダンス施設建設工事 完了

ガイダンス施設供用 整備事業完了
整備事業報告書印刷・刊行（１冊）
用地公有化１，５３２㎡

実績
(見込)

市民検討会の開催 ３回
駐車場等造成工事 令和５年度
へ繰越 完了

一般財源 7,404 13,412 22,472 13,150 0 0

その他

地方債 49,200 200,000 2,900 37,100

7,229 25,040

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 88,323 252,911 32,601 75,290
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 31,719 39,499

事業期間 平成 28 年度 令和７年度

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

国指定史跡である浦尻貝塚の保存と活用を図るため、史跡整備事業を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 浦尻貝塚史跡公園整備事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

文化財保護と活用に「満足」と回答する一般
市民の割合

35.4% 36.2% 36.6% 37.0% 37.4%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 文化遺産の保存と活用 取組方針
【１-１】 文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体と
なった整備事業を計画的に推進し、新たな観光客の誘致や文化遺産に

係る市民活動を促進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

導委員会の開催 ２回
郡庁院復元建物実施設計 完了

導委員会の開催 ３回
郡庁院造成工事 完了

令和８年度の計画 令和９年度の計画

泉官衙遺跡保存整備指導委員
会の開催（委員１０人、年２回）
泉官衙遺跡を楽しむ会（市民検
討会）の開催（会員４７人、年４
回）
整備基本設計作成のための資
料を得るための発掘調査 ３００
㎡
整備実施設計の作成 ５３，３９
７．１７㎡
市道付替え工事 L＝３００㎡

泉官衙遺跡保存整備指導委員会の
開催（委員１２人、年２回）
泉官衙遺跡を楽しむ会（市民検討
会）の開催（会員４７人、年４回）
郡庁院造成に伴う発掘調査 約６００
㎡
郡庁院造成工事  ５，０００㎡
郡庁院復元建物・公園的整備実施
設計
ガイダンス施設用地購入 ９７６㎡

泉官衙遺跡保存整備指導委員会の
開催（委員８人、年２回）
泉官衙遺跡を楽しむ会（市民検討
会）の開催（会員50人、年４回）
植栽移植と遺構表現にかかる発掘
調査 約２００㎡
郡庁院造成工事（その②）  ６，０７３
㎡
郡庁院復元建物建設工事 ８０㎡
ガイダンス施設基本・実施設計 １８０
㎡
史跡公園用地の取得 ５，６６４．８７
㎡

泉官衙遺跡保存整備指導委員会の
開催（委員９人、年２回）
郡庁院復元建物建設工事　８０㎡

泉官衙遺跡保存整備指導委員会の
開催（委員８人、年２回）
ガイダンス施設等実施設計

泉官衙遺跡保存整備指導委員会の
開催（委員８人、年２回）
ガイダンス施設等建設工事

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

指導委員会の開催 １回
市道付替え工事 完了

指導委員会の開催 ２回
郡庁院復元建物実施設計 完了

指導委員会の開催 ２回
郡庁院造成工事 完了

指導委員会の開催 ２回
郡庁院復元建物建設工事 完了

指導委員会の開催 ２回
薬師堂石仏覆屋実施設計 完了

指導委員会の開催 ２回
郡庁院造成工事 完了

実績
(見込)

指導委員会の開催 １回
市道付替え工事 完了

一般財源 9,469 24,836 24,241 4,412 500 5,000

その他

地方債 42,900 52,800 107,300 72,200 8,000 80,000

119,412 76,360 8,500 85,000

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 61,064 108,092 250,953 152,972 17,000 170,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 8,695 30,456

事業期間 平成 26 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

国指定史跡である泉官衙遺跡の保存と活用を図るため、史跡整備事業を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 泉官衙遺跡史跡公園整備事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

文化財保護と活用に「満足」と回答する一般
市民の割合

35.4% 36.2% 36.6% 37.0% 37.4%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 文化遺産の保存と活用 取組方針
【１-１】 文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体と
なった整備事業を計画的に推進し、新たな観光客の誘致や文化遺産に

係る市民活動を促進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

88



第三次教育振興基本計画令和７年度実施計画　事務事業調書

南相馬市第三次総合計画

a

b

c

a

b

c

d

e

～

調査報告書刊行  ３００部 調査報告書刊行  ３００部

令和８年度の計画 令和９年度の計画

保存目的（１遺跡）
真野古墳群調査
　調査面積１００㎡
緊急開発目的
小高城跡ほか１１遺跡
　調査面積６００㎡
　（社務所建設、太陽光辰電建
　設、個人住宅建設事業等）
梨木西館跡（５次）
　出土遺物整理調査

保存目的（１遺跡）
真野古墳群地区
　出土遺物再整理調査
緊急開発目的
三島町遺跡ほか７遺跡
　調査面積３，３７０㎡
　（庁舎建設、太陽光辰電建設、
　個人住宅建設事業等）
梨木西館跡（５次）
　出土遺物整理調査
調査報告書印刷  ３００部

保存目的（１遺跡）
真野古墳群地区
　出土遺物再整理調査
緊急開発目的
三島町遺跡ほか５遺跡
　調査面積２，１８４㎡
　（庁舎建設、太陽光辰電建設、
　ほ場整備等）
梨木西館跡（５次）
　出土遺物整理調査
調査報告書印刷  ３００部

緊急開発目的
三島町遺跡ほか６遺跡
　調査面積　９４，９３０㎡
　（庁舎建設、ほ場整備、
　個人住宅等）
梨木下西館跡（５次）
　出土遺物整理調査
調査報告書印刷  ３００部

緊急開発目的発掘調査
調査報告書印刷  ３００部

緊急開発目的発掘調査
調査報告書印刷  ３００部

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

調査報告書刊行  ３００部 調査報告書刊行  ３００部 調査報告書刊行  ３００部 調査報告書刊行  ３００部 調査報告書刊行  ３００部 調査報告書刊行  ３００部

実績
(見込)

調査報告書刊行  ３００部

一般財源 18,050 16,099 16,182 17,689 17,000 17,000

その他

地方債

15,734 12,390 16,000 16,000

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 33,678 31,690 31,916 30,079 33,000 33,000
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金 15,628 15,591

事業期間 平成 29 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

埋蔵文化財の適切な保護を図るため、市内各種開発に係る発掘調査、保存活用方針を定める調査を実施するとともに、調査成果をまとめた調査報告書を刊行する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 市内遺跡発掘調査事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

文化財保護と活用に「満足」と回答する一般
市民の割合

35.4% 36.2% 36.6% 37.0% 37.4%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 文化遺産の保存と活用 取組方針
【１-１】 文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体と
なった整備事業を計画的に推進し、新たな観光客の誘致や文化遺産に

係る市民活動を促進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実

教育振興基本計画

分野 文化 施策 文化遺産の保存と活用 取組方針
【１-１】 文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体と
なった整備事業を計画的に推進し、新たな観光客の誘致や文化遺産に

係る市民活動を促進します。

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

文化財保護と活用に「満足」と回答する一般
市民の割合

35.4% 36.2% 36.6% 37.0% 37.4%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

事業期間 令和 4 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

「南相馬市歴史文化基本構想」に基づき文化遺産を適切に保存活用するため、案内看板の設置やパンフレット作成、文化遺産サポーターによる案内等を行う。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 文化財利活用推進事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,088 5,053 4,481 4,114 4,200 4,200

地方債

県支出金

一般財源 1,088 5,053 4,481 4,114 4,200 4,200

その他

令和８年度の計画 令和９年度の計画

案内看板の設置（新規・新旧交
換）桜井古墳・泉官衙遺跡
PR用冊子「南相馬市の文化遺
産」作成（再販）１，０００部
史跡等パンフレット作成 ５，００
０部

案内看板の設置（大悲山石仏・浦尻
貝塚）
浦尻貝塚案内用パンフレット・ポス
ター等印刷
奥州相馬氏７００年記念事業 記念講
演会・座談会
浦尻貝塚オープン記念講演会
文化遺産サポーター謝礼

案内看板の設置・貼替（浦尻貝塚
等） １３か所
浦尻貝塚オープン記念イベント ２回
浦尻貝塚案内用パンフレット・ポス
ター等印刷
文化遺産サポーター謝礼
　１日×２１８人（登録５６人）

浦尻貝塚縄文の丘公園イベント（工
作教室・土器づくり講座）
浦尻貝塚案内用パンフレット・文化
財案内パンフレット等印刷
文化遺産案内等サポーター謝礼
活動日数３１６日（登録５６人）

案内看板の設置・貼替
文化財関連イベント
史跡等案内用パンフレット・ポスター
等印刷
文化遺産サポーター謝礼

案内看板の設置・貼替
文化財関連イベント
史跡等案内用パンフレット・ポスター
等印刷
文化遺産サポーター謝礼

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

案内看板の設置 完了
「南相馬市の文化遺産」作成
（再販）１，０００部
史跡等パンフレット作成 ５，００
０部

案内看板の設置（大悲山石仏・浦尻
貝塚）完了
ポスター・チラシ作成　６，０００部
パンフレット作成　６，０００部

文化遺産サポーター活動人数
 ２００人

文化遺産サポーター活動日数
３１６日

文化遺産サポーター活動日数
３１０日

文化遺産サポーター活動日数
３１０日

実績
(見込)

案内看板の設置 完了
「南相馬市の文化遺産」作成
（再販）１，０００部
史跡等パンフレット作成 ５，００
０部

案内看板の設置（大悲山石仏・浦尻
貝塚）完了
ポスター　３００部
チラシ　２，３００部
パンフレット　１５，０００部
文化遺産マップ　５，０００部

文化遺産サポーター活動人数
 ２００人
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

研修受講終了 保存修理（基本計画）未実施

令和８年度の計画 令和９年度の計画

建造物保存活用計画策定課程
に係る研修受講

建造物保存活用計画策定課程に係
る研修受講

保存修理（基本）計画策定：調査工
事

旧武山家住宅主屋保存修理工事基
本計画策定

基本設計の指導、助言を経てのワー
クショップ等の検討

基本設計の指導、助言を経てのワー
クショップ等の検討

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

研修受講（建造物保存活用計
画策定課程）

研修受講（建造物保存活用計画策
定課程）

保存修理（基本）計画策定
・建物の現状図作成
・地盤調査
・破損、仕様調査
・保存修理基本計画書

基本計画策定 ワークショップ開催 ワークショップ開催

実績
(見込)

研修受講終了

一般財源 122 120 0 4,944 200 200

その他

地方債

0 4,944

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 122 120 0 9,888 200 200
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 令和 4 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

国指定文化財「旧武山家住宅」は、近年の暴風及び度重なる地震等により被害を受けており、修理が必要であるため、保存修理工事基本計画策定業務を実施する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 旧武山家住宅保存修理事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

文化財保護と活用に「満足」と回答する一般
市民の割合

35.4% 36.2% 36.6% 37.0% 37.4%

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 文化遺産の保存と活用 取組方針
【１-１】 文化遺産の適切な保存とともに、文化遺産と周辺環境が一体と
なった整備事業を計画的に推進し、新たな観光客の誘致や文化遺産に

係る市民活動を促進します。

実施区分 継続

政策の柱 １ 教育・学び 基本施策 （２）生涯学習 施策 【５】 生涯学習の充実
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

発表会開催数　１回 発表会開催数　２回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

第１６回南相馬市民俗芸能発
表会の開催（７団体、双葉郡内
１団体・映像３団体を含む）
相馬野馬追保存会負担金
「浜通りのお浜下り」調査（宝蔵
寺、津神社）

第１７回南相馬市民俗芸能発表会
の開催（６団体、双葉郡内２団体を
含む）
相馬野馬追保存会負担金
「浜通りのお浜下り」調査・記録作成
事業負担金

第１８回南相馬市民俗芸能発表会
の開催（９団体、双葉郡内２団体を
含む）
相馬野馬追保存会負担金
「浜通りのお浜下り」調査・記録作成
事業負担金

第１９回南相馬市民俗芸能発表会
の開催（９団体　双葉郡内２団体を
含む）
相馬野馬追保存会負担金
「浜通りのお浜下り」調査・記録作成
事業負担金
ふるさと民俗芸能伝承事業謝礼  １０
回

第２０回南相馬市民俗芸能発表会
の開催（９団体、双葉郡内２団体を
含む）
相馬野馬追保存会負担金

第２１回南相馬市民俗芸能発表会
の開催（９団体、双葉郡内２団体を
含む）
相馬野馬追保存会負担金

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

発表会開催数　１回 発表会開催数　１回 発表会開催数　１回 発表会開催数　１回 発表会開催数　１回 発表会開催数　１回

実績
(見込)

発表会開催数　１回

一般財源 1,611 1,751 2,452 2,712 2,700 2,700

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 1,611 1,751 2,452 2,712 2,700 2,700
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

民俗芸能等の伝統行事を保存伝承するため、相馬野馬追にかかわる相馬流山踊等の支援を行う。また、郷土愛の醸成を図るため、民俗芸能発表会を開催する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 民俗芸能等保存伝承事業
担当課 文化財課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

民俗芸能発表会の観覧者数 61人 200人 300人 400人 500人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 民俗芸能の保存と伝承 取組方針
【２-１】 民俗芸能や相馬野馬追の継承と活動の活性化に向けた支援、

新たな保存伝承の仕組みづくりに取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 ６ 地域活動・行財政 基本施策 （15）コミュニティ・市民参加 施策 【45】 地域コミュニティの再構築と活性化
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

補助金交付件数　２件 補助金交付件数　２件

令和８年度の計画 令和９年度の計画

鹿島区の相馬流れ山踊り保存
伝承事業に対する補助
実施主体　相馬流れ山踊り伝
承保存会
　参加対象　会員及び一般２０
人、鹿島中学校生徒３０人
　成果発表　相馬野馬追開催
時

小高区の相馬流れ山踊り保存
伝承事業に対する補助
実施主体　小高郷相馬流れ山
踊り保存会
参加対象　会員３０人
成果発表　野馬懸開催時

鹿島区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　相馬流れ山踊り伝承保
存会
参加対象　会員及び一般２０人、鹿
島中学校生徒３０人
成果発表　相馬野馬追開催時

小高区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　小高郷相馬流れ山踊り
保存会
参加対象　会員３０人
成果発表　野馬懸開催時

鹿島区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　相馬流れ山踊り伝承保
存会
参加対象　会員及び一般２０人、鹿
島中学校生徒３０人
成果発表　相馬野馬追開催時

小高区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　小高郷相馬流れ山踊り
保存会
参加対象　会員３０人
成果発表　野馬懸開催時

鹿島区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
 実施主体　相馬流れ山踊り伝承保
存会
参加対象　会員及び一般２０人、鹿
島中学校生徒３０人
成果発表　相馬野馬追開催時

小高区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　小高郷相馬流れ
山踊り保存会参加対象　会員３０人
成果発表　野馬懸開催時

鹿島区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
 実施主体　相馬流れ山踊り伝承保
存会
参加対象　会員及び一般２０人、鹿
島中学校生徒３０人
成果発表　相馬野馬追開催時

小高区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　小高郷相馬流れ
山踊り保存会参加対象　会員３０人
成果発表　野馬懸開催時

鹿島区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
 実施主体　相馬流れ山踊り伝承保
存会
参加対象　会員及び一般２０人、鹿
島中学校生徒３０人
成果発表　相馬野馬追開催時

小高区の相馬流れ山踊り保存伝承
事業に対する補助
実施主体　小高郷相馬流れ
山踊り保存会参加対象　会員３０人
成果発表　野馬懸開催時

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

補助金交付件数　２件 補助金交付件数　２件 補助金交付件数　２件 補助金交付件数　２件 補助金交付件数　２件 補助金交付件数　２件

実績
(見込)

補助金交付件数　２件

一般財源 484 659 484 484 484 484

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 484 659 484 484 484 484
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

伝統芸能活動の伝承のため、相馬流れ山踊り伝承事業に対し、補助金を交付する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 民俗芸能保存伝承事業補助金
担当課 文化財課 実施方法 補助金

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

民俗芸能発表会の観覧者数 61人 200人 300人 400人 500人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 民俗芸能の保存と伝承 取組方針
【２-１】 民俗芸能や相馬野馬追の継承と活動の活性化に向けた支援、

新たな保存伝承の仕組みづくりに取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 ６ 地域活動・行財政 基本施策 （15）コミュニティ・市民参加 施策 【45】 地域コミュニティの再構築と活性化
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a

b

c

a

b

c

d

e

～

個人・団体講師による講習会
７回

個人・団体講師による講習会
９回

令和８年度の計画 令和９年度の計画

市内小中学校におけるふるさと
民俗芸能指導に対する支援
個人・団体講師による講習会１
７回

市内小中学校におけるふるさと民俗
芸能指導に対する支援
個人・団体講師による講習会１４回

市内小中学校におけるふるさと民俗
芸能指導に対する支援
個人・団体講師による講習会１３回

市内小中学校におけるふるさと民俗
芸能（盆踊り、民謡）指導に対する支
援
個人・団体講師による講習会３回

市内小中学校におけるふるさと民俗
芸能（盆踊り、民謡）指導に対する支
援
個人・団体講師による講習会３回

市内小中学校におけるふるさと民俗
芸能（盆踊り、民謡）指導に対する支
援
個人・団体講師による講習会３回

個人・団体講師による講習会
３回

個人・団体講師による講習会
３回

事
業
内
容

事業の内容

※歳出予算要求
書【事業概要】に

同じ

※右上「実施区
分」が[拡充]の場
合、令和6年度と
比較し拡充した内
容を記載

令和４年度実績 令和５年度実績 令和６年度実績（見込） 令和７年度の計画

活
動
指
標

計画

個人・団体講師による講習会
１７回

個人・団体講師による講習会
１４回

個人・団体講師による講習会
１３回

個人・団体講師による講習会
３回

実績
(見込)

個人・団体講師による講習会
１０回

一般財源 48 26 45 14 14 14

その他

地方債

県支出金

令和８年度の見込額 令和９年度の見込額

事業費（千円） 48 26 45 14 14 14
決
算
・
予
算

区　分 令和４年度決算 令和５年度決算 令和６年度決算額（見込） 令和７年度予算要求額

財
源
内
訳

国庫支出金

事業期間 平成 18 年度 終了未定

事業説明

※歳出予算要求書
【事業説明】に同じ

伝統芸能の保存伝承と後継者育成を図るため、伝承活動を支援する。

重要業績指標
　　（ＫＰＩ）

事
務
事
業
の
内
容

事務事業名 ふるさと民俗芸能伝承事業
担当課 生涯学習課 実施方法 直営

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

民俗芸能発表会の観覧者数 61人 200人 300人 400人 500人

成果指標名 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

小５　55.0
中２　58.0

小５　55.0
中２　58.0

生涯学習の機会の提供に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合

32.9% 40.2% 41.2% 42.2% 42.2%

令和8年度末目標値 令和9年度末目標値

全国学力学習状況調査（小６、中３）におけ
る標準化得点

小６　99
中３　97

小６　101
中３　100

小６　102
中３　100

小６　103
中３　101

小６　103
中３　101

重要目標達成指標
　　（KGI）

KGI 計画策定時の現状値 令和6年度末目標値 令和7年度末目標値

学習適応性検査の偏差値
小５　53.6
中２　56.1

小５　53.7
中２　56.7

小５　54.4
中２　57.4

教育振興基本計画

分野 文化 施策 民俗芸能の保存と伝承 取組方針
【２-１】 民俗芸能や相馬野馬追の継承と活動の活性化に向けた支援、

新たな保存伝承の仕組みづくりに取り組みます。

実施区分 継続

政策の柱 ６ 地域活動・行財政 基本施策 （15）コミュニティ・市民参加 施策 【45】 地域コミュニティの再構築と活性化
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